
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
敦
煌
道
教
写
本（
神
塚
）

は
じ
め
に

日
本
の
国
立
国
会
図
書
館
（
東
京
）
に
は
、
道
教
関
係
の
敦
煌
写
本
を
二

点
所
蔵
し
て
い
る
。『
国
立
国
会
図
書
館
漢
籍
目
）
1
（

録
』
に
「
敦
煌
等
経
文
」

の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、
四
十
八
点
の
写
本
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第

三
「
金
録
晨
夜
十
方
懺
残
巻
」（
請
求
番
号W

B
32 ‒1 (3 )

）
と
第
三
十
「
道

教
叢
書
残
巻
」（
請
求
番
号W

B
32 ‒1 (30 )

）
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
前
者
の
「
金
録
晨
夜
十
方
懺
残
巻
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
一

章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
中
国
社
会
科
学
院
世
界
宗
教
研
究
所
の
王
卡
氏
に

よ
っ
て
紹
介
が
な
さ
れ
、『
中
華
道
蔵
』
の
中
に
も
、「
敦
煌
本
霊
宝
金
籙
斎

儀
（
擬
）」
の
一
部
分
と
し
て
、
す
で
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（
第
四
十
三
冊

001

号
）。

一
方
、
後
者
の
「
道
教
叢
書
残
巻
」
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
在

は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は

な
か
っ
た
。
筆
者
は
近
年
、
道
教
関
係
の
敦
煌
写
本
の
研
究
を
進
め
て

お
）
2
（

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
平
成
二
十
四
年
三
月
下
旬
に
王
卡
氏
を
日
本
に

招
聘
し
て
名
古
屋
大
学
で
小
規
模
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
）
3
（

ム
を
開
催
す
る
一
方
、
王

卡
氏
と
と
も
に
国
立
国
会
図
書
館
、
京
都
国
立
博
物
館
、
龍
谷
大
学
図
書
館

を
訪
問
し
、
各
館
に
所
蔵
す
る
敦
煌
ト
ル
フ
ァ
ン
写
本
の
閲
覧
調
査
を
行
っ

た
。
国
立
国
会
図
書
館
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
道
教
叢
書
残
巻
」
な
る
写
本

を
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
長
年
に
わ
た
っ
て
敦
煌
道
教
写
本
の
研
究
に

従
事
し
て
こ
ら
れ
た
王
卡
氏
は
、
こ
の
写
本
を
見
て
、
た
だ
ち
に
、
こ
れ
が

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
に
所
蔵
す
る
敦
煌
写
本
道
教
類
書
、
ペ
リ
オ
二
四
四

三
（
王
卡
『
敦
煌
道
教
文
献
研
究
│
綜
述
・
目
録
・
索
引
』
二
二
七
頁
。
王

卡
氏
は
こ
れ
を
「
失
題
道
教
類
書
」
八
件
の
う
ち
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い

る
）
と
同
一
の
書
物
を
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ

た
。
筆
者
は
、
そ
の
場
で
は
判
断
で
き
ず
、
帰
宅
後
、
ペ
リ
オ
二
四
四
三
の

写
真
と
比
べ
た
と
こ
ろ
、
王
卡
氏
が
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
、
ペ
リ
オ
二
四
四

三
と
同
一
書
物
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
王
卡
氏
の
炯
眼
に
は
ま
こ
と
に
敬
服
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
二
点
の
写
本
は
、
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
注
目
す
べ
き
重
要
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の

写
本
に
つ
い
て
概
観
し
、
若
干
の
考
察
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
二
点
の
写
本
の
名
称
は
、
本
稿
で
は
、

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
敦
煌
道
教
写
本

神

塚

淑

子
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『
国
立
国
会
図
書
館
漢
籍
目
録
』
の
記
載
に
そ
の
ま
ま
従
い
、
前
者
を
「
金

録
晨
夜
十
方
懺
残
巻
」、
後
者
を
「
道
教
叢
書
残
巻
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
。
た
だ
し
、
本
稿
第
二
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
後
者
は
、
実
は
「
叢
書
」

で
は
な
く
「
類
書
」
で
あ
る
の
で
、
正
し
く
は
「
道
教
類
書
残
巻
」
で
あ
る
。

一

金
録
晨
夜
十
方
懺
残
巻

W
B32–1

（3‌

）

『
国
立
国
会
図
書
館
漢
籍
目
録
』
が
こ
の
写
本
の
名
称
を
「
金
録
晨
夜
十

方
懺
残
巻
」
と
し
て
い
る
の
は
、
写
本
の
首
行
に
「
金
録
晨
夜
十
方
懺
」
と

い
う
標
題
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
拠
っ
て
い
る
。
こ
の
写
本
は
大
淵
忍

爾
氏
の
『
敦
煌
道
経
』
に
は
著
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
王
卡
氏
の
論
文
「
敦
煌

本
霊
宝
金
録
斎
儀
校
読
）
4
（
記
」
で
初
め
て
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
、
同
氏
の
『
敦

煌
道
教
文
献
研
究
│
綜
述
・
目
録
・
索
引
』
に
も
載
せ
ら
れ
た
。『
敦
煌
道

教
文
献
研
究
│
綜
述
・
目
録
・
索
引
』
で
は
、
王
卡
氏
は
こ
の
写
本
を
「
洞

玄
霊
宝
部
上
」
に
分
類
し
て
、「
霊
宝
金
録
斎
懺
方
儀
（
擬
）」
と
い
う
名
称

で
著
録
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
文
が
書
か
れ
て
い
）
5
（

る
。

霊
宝
金
録
斎
懺
方
儀
（
擬
）

撰
人
未
詳
、
唐
代
前
期
頃
の
も
の
。『
正
統
道
蔵
』
未
収
。（
中
華
道

蔵
四
十
三
冊
／001

号
）

W

マ

マ

B
32 (3 )

：
日
本
国
会
図
書
館
蔵
本
。
巻
首
は
基
本
的
に
完
備
す

る
が
、
引
き
裂
か
れ
た
痕
跡
が
あ
る
。
巻
尾
は
そ
ろ
え
て
裁
断
さ
れ

て
い
る
。
縦
二
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
工
筆
楷
書
。
首
行
に

「
金
録
晨
夜
十
方
懺
」
の
小
標
題
あ
り
、
以
下
五
十
三
行
の
経
文
を

存
す
。
内
容
は
、
霊
宝
金
録
斎
儀
の
懺
悔
文
。「
大
唐
皇
帝
」
の
た

め
に
斎
醮
を
建
立
し
、
罪
を
懺
悔
し
福
を
祈
る
こ
と
を
宣
称
し
て
い

る
。
第
二
十
五
行
目
以
下
の
文
字
は
、
写
本
ペ
リ
オ
二
九
八
九
の
第

一
行
目
か
ら
第
二
十
九
行
目
に
見
え
る
。
背
面
に
は
仏
経
目
録
が
書

写
さ
れ
て
い
る
。（
こ
の
写
本
は
、
大
淵
氏
は
見
て
い
な
い
。
方
広

錩
氏
か
ら
提
供
さ
れ
た
複
印
本
に
よ
っ
て
著
録
）

以
上
が
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
敦
煌
写
本W

B
32 ‒1 (3 )

に
つ
い
て

の
王
卡
氏
の
説
明
文
で
あ
る
。
こ
の
説
明
文
の
最
後
に
あ
る
よ
う
に
、
王
卡

氏
は
方
広
錩
氏
か
ら
提
供
さ
れ
た
複
印
本
に
よ
っ
て
こ
の
写
本
の
形
状
と
内

容
を
知
り
、
こ
こ
に
著
録
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
の
写
本
の
写
真
を
掲
載
し
（
図
１
）、
そ
の
録
文
を
載
せ
て
お

こ
）
6
（

う
。

【W
B
32 ‒1 (3 )

録
文
】

１
金
録
晨
夜
十
方
懺

２
伏
聞
三
録
開
図
、
元
陽
敷
七
品
之
格
、
五
老
啓

３
運
、
真
人
演
八
帝
之
儀
。
是
知
太
上
宣マ
マ

遊
）
7
（

、
必
佇

４
齋
而
晏
駕
、
天
尊
説
教
、
亦
資
供
而
迴
鸞
。
伏
惟

５
齋
功
、
無
乎
不
被
。
謹
有
大
唐

皇
帝
、
纂
慶

６
紫
微
、
祥
雲
浮
帝
座
之
色
、
継
明
皇
極
、
真
星
朗

７
金
鏡
之
輝
。
垂
衣
装
而
天
下
安
、
抱
道
徳
而
乾
坤
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名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
哲
学
）

８
静
。
猶
恐
万
邦
失
化
、
一
物
有
違
。
迺
粛
神
儀
、
帰
）
8
（
□

９
至
道
、
設
河
図
之
大
醮
、
建
金
録
之
清
齋
。
臣
等
謹

10
為

皇
帝
、
依
上
元
金
録
簡
文
明
真
上
宮
科

11
品
、
建
立
黄
壇
、
法
天
象
地
、
敢
披
玄
蘊
、
敷
露
真
文
、

12
并
賷
龍
璧
紋
繒
、
帰
命
東
方
無
極
太
上
霊
宝

13
天
尊
・
九
気
天
君
・
東
郷
諸
霊
官
。
今
故
立
齋
、
焼

14
香
燃
燈
、
朗
耀
諸
天
。
願
以
是
功
徳
、
帰
流
皇
帝
七

15
廟
尊
霊
、
九
祖
照
穆
、
即
得
開
度
、
身
入
光
明
。
願
皇

16
帝
緝
成
天
地
、
弾
壓
山
川
、
演
道
徳
而
為
経
、
敷

17
仁
義
而
成
緯
。
亀
龍
効
祉
、
鸞
鳳
呈
祥
、
歳
阜

18
瓊
儲
、
時
和
玉
燭
。
胡
塵
北
静
、
廓
鴈
海
而
澄

19
波
、
蛮
儌
南
清
、
偃
鳶
郊
而
巻
霧
。
三
光
調
理
、

20
五
緯
順
常
、
帝
道
興
隆
、
万
姓
安
楽
。
今
故
云
々

21
伏
聞
朱
陵
渺
邈
、
䟽
三
気
以
疑
真
、
丹
峙
依
俙）

9
（

、

22
道
九
炎
而
演
聖
。
莫
不
功
包
六
極
、
開
六
度
以

23
延
祥
、
道
冠
三
微
、
掩
三
元
而
薦
福
。
天
子
修
之
以

24
致
化
、
国
祚
享
之
以
太
平
。
謹
有
大
唐
皇
帝
、
稟

25
大
道
之
神
器
、
挺
至
徳
之
霊
符
、
系
伯
陽
之
仙

26
蹤
、
扇
無
為
以
育
物
、
仰
慮
徳
沢
猶
闕
、
政
教

27
未
敷
、
罔
以
自
寧
。
恭
修
斎
醮
、
式
憑
景
貺
、
庶
獲

28
冥
扶
。
臣
等
謹
為

皇
帝
、
依
上
元
金
録
簡
文
明

29
真
陽
宮
科
品
、
建
立
黄
壇
、
法
天
象
地
、
敢
披
玄
蘊
、
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30
敷
露
真
文
、
并
賷
龍
璧
紋
繒
、
帰
命
南
方
無
極

31
太
上
霊
宝
天
尊
・
三
気
天
君
・
南
郷
諸
霊
官
。
今

32
故
立
齋
、
焼
香
然
燈
、
朗
耀
諸
天
。
願
以
是
功
徳
、
帰

33
流
皇
帝
七
廟
尊
霊
、
九
祖
昭
穆
、
即
得
開
度
、
身
入

34
光
明
。
願
皇
帝
承
天
理
地
、
応
聖
通
神
、
風
雨
以
時
、

35
候
三
農
而
表
貺
、
陰
陽
不
爽
、
順
四
序
以
調
年
。
君

36
臣
叶
同
徳
之
誠
、
遐
迩
獲
乂
安
之
福
、
日
含
五
色
、
月

37
吐
十
枝
、
尉
候
長
消
、
干
戈
永
戢
、
三
光
調
理
、
五
緯

38
順
常
、
道
興
隆
、
万
姓
安
楽
。
今
故
云
々

39
伏
聞
琅
玕
境
内
、
金
門
開
七
気
之
儀
、
鬱
察
山
中
、

40
玉
相
湛
三
玄
之
座
。
金
台
王
母
、
高
臨
太
素
之
庭
、

41
玉
闕
真
妃
、
宴
衍
少
陰
之
府
、
引
含
生
於
浄
域
、
延

42
妙
祉
於
鄷
都
、
安
国
寧
家
、
莫
尚
金
録
。
謹
有
大

43
唐

皇
帝
、
負
図
大
宝
、
纂
承
丕
業
、
則
天
地
而

44
育
群
生
、
法
日
月
而
臨
万
㝢
、
猶
恐
無
為
之
風

45
淩
替
、
道
徳
之
化
未
敫
、
不
以
尊
極
自
高
、
毎
以

46
帰
依
在
命
。
臣
等
謹
為
皇
帝
、
依
上
元
金
録
簡

47
文
、
明
真
右
宮
科
品
、
建
立
黄
壇
、
法
天
象
地
、
敢
披

48
玄
蘊
、
敷
露
真
文
、
并
賷
龍
璧
紋
繒
、
帰
命
西

49
方
無
極
太
上
霊
宝
天
尊
・
七
気
天
君
・
西
郷

50
諸
霊
官
。
今
故
立
齋
、
焼
香
然
燈
、
朗
耀
諸
天
。

51
願
以
是
功
徳
、
帰
流

皇
帝
七
廟
尊
霊
、
九
祖
昭

52
穆
、
即
得
開
度
、
身
入
光
明
。
願

皇
帝
至
道
格

53
於
乾
坤
、
深
仁
冠
於
上
聖
、
固
水
幽
陵
之
北
、
並
慕

54
淳
風
、
浮
石
炎
火
之
南
、
無
思
不
服
。
国
冨
千
箱
（
以
下
欠
）

こ
の
写
本
は
、
王
卡
氏
の
説
明
文
に
あ
る
よ
う
に
、『
正
統
道
蔵
』
に
は

こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
く
敦
煌
写

本
の
ス
タ
イ
ン
三
○
七
一
、
ペ
リ
オ
二
九
八
九
と
深
い
関
連
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
国
会
図
書
館
所
蔵W

B
32 ‒1 (3 )

と
ス
タ
イ
ン
三
○
七
一
、

ペ
リ
オ
二
九
八
九
の
三
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
要
点
を
箇
条
書
き
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
に

な
る
。

①W
B
32 ‒1 (3 )

は
、
ス
タ
イ
ン
三
○
七
一
と
「
同
一
巻
子
の
両
截
」（
も

と
も
と
同
一
の
巻
物
で
あ
っ
た
も
の
が
二
つ
に
分
か
れ
た
も
の
）
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
紙
幅
、
筆
跡
、
紙
背
に
書
か
れ
た
事
柄
な
ど
が
共

通
す
る
点
か
ら
言
え
る
。
た
だ
し
、
両
者
は
直
接
連
続
し
て
は
い
な
）
10
（

い

（
図
２
、
図
３
参
照
）。

②
ス
タ
イ
ン
三
○
七
一
は
、
ペ
リ
オ
二
九
八
九
（
全
部
で
一
九
八
行
の
文

が
残
っ
て
い
る
）
の
第
一
一
四
行
目
か
ら
第
一
四
一
行
目
ま
で
に
相
当

す
）
11
（

る
。

③
ペ
リ
オ
二
九
八
九
は
、W

B
32 ‒1 (3 )

の
第
二
十
六
行
目
か
ら
始
ま
る
。

ペ
リ
オ
二
九
八
九
の
第
一
六
五
行
目
に
は
、「
金
録
斎
十
方
懺
文
」
と

い
う
標
題
が
あ
る
。
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図３ スタイン3071紙背（『敦煌宝蔵』による）
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つ
ま
り
、
こ
の
三
点
の
写
本
は
、
金
籙
斎
儀
の
う
ち
の
「
十
方
懺
」
に
関

わ
る
こ
と
を
記
し
た
一
連
の
文
書
の
残
巻
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、W

B
32 ‒

1 (3 )

は
、
こ
の
三
点
の
中
で
は
最
も
初
め
の
部
分
に
当
た
る
。『
中
華
道
蔵
』

第
四
十
三
冊001

号
で
は
、W

B
32 ‒1 (3 )

・
ス
タ
イ
ン
三
○
七
一
・
ペ
リ
オ

二
九
八
九
の
三
点
の
写
本
の
文
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
合
校
し
、「
敦
煌
本
霊

宝
金
籙
斎
儀
書
之
一
」
と
い
う
題
で
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
三
点
の
写
本
の

関
係
を
図
で
表
す
と
、
図
４
の
よ
う
に
な
る
。

金
籙
）
12
（

斎
と
い
う
の
は
、
宋
文
明
「
通
門
論
」（
ペ
リ
オ
二
二
五
六
）
に

「
第
七
威
儀
は
、
玄
聖
の
述
ぶ
る
所
の
法
憲
儀
序
、
斎
謝
品
格
。
凡
そ
六

条
。
第
一
に
金
録
斎
。
陰
陽
を
調
和
し
、
災
を
消
し
異
を
伏
し
、
帝
王
国

主
、
福
を
請
い
祚
を
延
ぶ
」
と
あ
り
、
ま
た
、『
大
唐
六
典
』
巻
四
に
も

「
金
籙
大
斎
。
陰
陽
を
調
和
し
、
災
を
消
し
害
を
伏
し
、
帝
王
国
土
の
為
に

祚
を
延
べ
福
を
降
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
国
家
と
皇
帝
の
招
福
を
祈
願
す
る

目
的
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
道
教
が
重
ん
じ
ら
れ
た
唐
代
に
お
い
て

は
、
こ
の
金
籙
斎
が
盛
ん
に
行
わ
れ
）
13
（

た
。

W
B
32 ‒1 (3 )

に
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
金
籙
斎
の
中
の
、
晨
夜
に

行
わ
れ
る
十
方
礼
拝
の
一
部
分
で
、
東
方
と
南
方
の
全
文
、
お
よ
び
西
方
の

途
中
ま
で
で
あ
る
。
以
下
、
ス
タ
イ
ン
三
○
七
一
・
ペ
リ
オ
二
九
八
九
を
見

る
と
、
十
方
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
同
じ
形
式
の
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

今
、W

B
32 ‒1 (3 )

の
冒
頭
の
東
方
の
箇
所
（
二
行
目
か
ら
二
十
行
目
ま
で
）

に
つ
い
て
だ
け
、
や
や
詳
し
く
見
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
二
行
目
の
「
伏
聞
」
か
ら
、
五
行
目
の
「
無
乎
不
被
」
ま
で
は
、
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道
教
の
世
界
観
と
そ
の
中
に
お
け
る
斎
の
重
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ

こ
に
は
、「
三
録
」「
元
陽
」「
七
品
」「
五
老
」「
太
上
」「
天
尊
」
な
ど
、
六

朝
時
代
に
道
教
の
教
理
・
儀
礼
が
形
成
さ
れ
る
中
で
生
ま
れ
た
語
彙
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。

続
い
て
、
五
行
目
の
「
謹
有
大
唐
皇
帝
」
か
ら
、
九
行
目
の
「
建
金
録
之

清
齋
」
ま
で
は
、「
大
唐
皇
帝
」
が
「
衣
装
を
垂
れ
て
天
下
安
ら
か
に
、
道

徳
を
抱
き
て
乾
坤
静
か
な
る
」
理
想
的
な
治
世
を
行
い
つ
つ
も
、
な
お
も
教

化
が
行
き
届
か
な
い
こ
と
を
恐
れ
て
、「
至
道
」
に
帰
依
し
、「
河
図
の
大
醮

を
設
け
、
金
録
の
清
齋
を
建
」
て
る
こ
と
を
述
べ
る
。
唐
代
に
お
い
て
、

「
河
図
大
醮
」
と
あ
わ
せ
て
金
籙
斎
が
行
わ
れ
た
例
と
し
て
は
、
た
と
え

ば
、
聖
暦
元
年
（
六
九
八
）
蠟
月
二
日
に
、
大
弘
道
観
主
桓
道
彦
ら
が
泰
山

で
行
っ
た
も
の
が
あ
る
（『
金
石
萃
編
』
巻
五
）
14
（
三
）。

そ
の
後
、
九
行
目
の
「
臣
等
謹
為
皇
帝
」
か
ら
、
十
五
行
目
の
「
身
入
光

明
」
ま
で
は
、「
上
元
金
録
簡
文
明
真
上
宮
科
品
」
に
依
っ
て
、「
黄
壇
を
建

立
」
し
、「
真
文
」（
霊
宝
五
篇
真
文
）
を
敷
き
広
げ
、「
龍
璧
紋
繒
」
な
ど

斎
に
必
要
な
も
の
を
整
え
た
上
で
、「
東
方
無
極
太
上
霊
宝
天
尊
・
九
気
天

君
・
東
郷
諸
霊
官
に
帰
命
」
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
、「
願
わ
く
は
是
の
功
徳

を
以
て
、
皇
帝
七
廟
の
尊
霊
に
帰
流
し
、
九
祖
照
穆
、
即
ち
に
開
度
さ
る
る

を
得
、
身
は
光
明
に
入
ら
ん
こ
と
を
」
と
あ
る
よ
う
に
、
皇
帝
の
亡
き
祖
先

の
霊
が
済
度
さ
れ
る
こ
と
を
祈
る
願
文
が
記
さ
れ
る
。

つ
い
で
、
十
五
行
目
の
「
願
皇
帝
緝
成
天
地
」
か
ら
、
二
十
行
目
の
「
万

姓
安
楽
」
ま
で
は
、
や
は
り
願
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、「
道
徳
」「
仁

義
」
を
敷
き
広
め
る
皇
帝
の
優
れ
た
治
世
に
よ
っ
て
、「
亀
龍
」「
鸞
鳳
」
が

祥
瑞
を
呈
し
、
南
北
の
果
て
ま
で
国
土
全
体
に
平
和
が
も
た
ら
さ
れ
、
自
然

の
陰
陽
の
気
が
調
和
し
て
、
天
体
の
運
行
も
順
調
で
、「
帝
道
興
隆
し
、
万

姓
安
楽
」
で
あ
る
よ
う
に
と
祈
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
上
述
し
た

よ
う
な
金
籙
斎
の
趣
旨
に
即
し
た
内
容
の
願
文
で
あ
る
と
言
え
る
。（
二
十

行
目
の
最
後
の
「
今
故
云
々
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）

と
こ
ろ
で
、W

B
32 ‒1 (3 )

の
九
行
目
以
下
の
文
は
、
よ
く
似
た
も
の
が

『
無
上
秘
要
』
巻
五
三
「
金
籙
斎
品
」
に
見
え
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
文

で
あ
る
（
傍
点
はW

B
32 ‒1 (3 )

と
同
じ
箇
所
）。

東
向
九
拝
、
言
曰
、
天
地
否
激
、
陰
陽
相
刑
、
四
節
失
和
、
祅
災
流

生
、
星
宿
錯
綜
、
以
告
不
祥
、
国
土
不
静
、
兵
病
並
行
。
帝
王
憂
惕
、

兆
民
無
寧
。
謹
依
大
法
、
披
露
真
文

0

0

0

、
帰
命
東
方
無
極
天
尊

0

0

0

0

0

0

0

0

、
已
得
道

大
聖
衆
、
至
真
諸
君
丈
人
、
九
気
天
君

0

0

0

0

、
東
郷
諸
霊
官

0

0

0

0

0

。
今
故
立
齋

0

0

0

0

、

披
心
露
形
、
叩
頭
自
剋
、
為
国
謝
殃
、
焼
香
然
燈

0

0

0

0

、
照
曜
諸
天

0

0

0

、
下
映

無
極
長
夜
之
中
九
幽
之
府
、
開
諸
光
明
。
以
是
功
徳

0

0

0

0

、
為
帝
王
国
主
、

君
臣
吏
民
、
解
災
却
患
、
三0

景
復
位
、
五0

行
順
常

0

0

、
兵
止
病
癒
、
国
祚

興
隆

0

0

、
兆
民
懽
泰
、
人
神
安0

寧
。
今
故

0

0

披
心
、
帰
命
師
尊
大
聖
衆
、
至

真
之
徳
。
得
道
之
後
、
昇
入
無
形
、
与
道
合
真
。（『
無
上
秘
要
』
巻
五

三
、
六
ａ
〜
ｂ
）

『
無
上
秘
要
』
巻
五
三
に
は
、「
発
炉
」「
上
啓
」「
三
上
香
」「
礼
謝
十

方
」「
復
炉
」
と
続
く
金
籙
斎
の
儀
式
が
記
さ
れ
て
お
り
、
全
文
が
「
洞
玄

明
真
科
経
に
出
づ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、『
洞
玄
霊
宝
長
夜
之
府
九
幽
玉
匱
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明
真
科
』（『
正
統
道
蔵
』
第
一
○
五
二
冊
）
の
二
四
ｂ
〜
三
七
ａ
に
相
当
し

て
い
）
15
（

る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、『
無
上
秘
要
』
は
六
世
紀
後
半
に
北
周
の
武

帝
の
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
道
教
の
類
書
で
あ
る
。『
洞
玄
霊
宝
長
夜
之

府
九
幽
玉
匱
明
真
科
』
は
、
陸
修
静
の
「
霊
宝
経
目
」（
ペ
リ
オ
二
八
六
一

の
二
、
お
よ
び
ペ
リ
オ
二
二
五
六
）
の
中
に
そ
の
名
が
見
え
る
、
い
わ
ゆ
る

古
霊
宝
経
の
一
つ
で
あ
り
、
五
世
紀
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
）
16
（

る
。

右
に
挙
げ
た
『
無
上
秘
要
』
の
文
は
、「
礼
謝
十
方
」
の
最
初
の
「
東

方
」
の
部
分
で
あ
る
。
若
干
の
文
字
の
異
同
は
あ
る
も
の
の
、『
洞
玄
霊
宝

長
夜
之
府
九
幽
玉
匱
明
真
科
』
三
○
ａ
〜
ｂ
に
も
、
こ
れ
と
同
じ
文
が
見
え

る
。
右
の
文
中
に
傍
点
で
示
し
た
よ
う
に
、W
B
32 ‒1 (3 )

の
文
は
、『
無
上

秘
要
』
巻
五
三
「
金
籙
斎
品
」（
お
よ
び
『
洞
玄
霊
宝
長
夜
之
府
九
幽
玉
匱

明
真
科
』）
の
文
と
重
な
る
所
が
多
い
。W
B
32 ‒1 (3 )

が
書
か
れ
た
の
は
唐

代
の
い
ず
れ
か
の
時
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
）
17
（
る
が
、
こ
れ
は
基
本
的
に
、

『
無
上
秘
要
』
巻
五
三
「
金
籙
斎
品
」
に
見
え
る
「
礼
謝
十
方
」
の
願
文
の

様
式
に
沿
っ
て
書
か
れ
て
い
る
と
言
え
）
18
（

る
。

し
た
が
っ
て
、W
B
32 ‒1 (3 )

の
二
十
行
目
の
最
後
に
「
今
故
云
々
」
と
あ

る
の
は
、
右
に
挙
げ
た
『
無
上
秘
要
』
巻
五
三
の
最
後
の
「
今
故
披
心
、
帰

命
師
尊
大
聖
衆
、
至
真
之
徳
。
得
道
之
後
、
昇
入
無
形
、
与
道
合
真
」
と
同

じ
内
容
の
文
が
省
略
さ
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、「
礼

謝
十
方
」
の
冒
頭
の
「
東
方
」
か
ら
い
き
な
り
省
略
形
が
出
る
の
は
、
い
さ

さ
か
不
自
然
な
感
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ペ
リ
オ
二
九
八
九
の
後
半
に
記
載

さ
れ
て
い
る
「
金
録
斎
十
方
懺
文
」
は
、
最
初
の
「
東
方
」
の
末
尾
は
、

「
今
故
焼
香
、
自
帰
君
大
聖
至
真
之
徳
、
得
道
之
後
、
与
真
合
同
」
と
あ

り
、
次
の
「
南
方
」
の
末
尾
は
、「
今
故
云
々
」
と
省
略
形
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
上
記
の
王
卡
氏
の
説
明
文
に
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、W

B
32 ‒1 (3 )

の
巻
首
（
一
行
目
の
「
金
録
晨
夜
十
方
懺
」
と
い
う
標
題
）
に
は
引
き
裂
か

れ
た
痕
跡
が
あ
り
（
図
１
参
照
）、
こ
の
こ
と
も
、
こ
れ
に
関
連
し
て
気
に

か
か
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、W

B
32 ‒1 (3 )

は
、
も
と
も
と
は
、
現
存

す
る
「
東
方
」
の
文
の
前
に
も
っ
と
別
の
文
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
「
今

故
」
以
下
が
省
略
形
で
は
な
い
形
で
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ち
な

み
に
、
唐
末
五
代
の
杜
光
庭
が
編
纂
し
た
『
金
籙
斎
懺
方
儀
』（『
正
統
道

蔵
』
第
二
六
六
冊
）
に
は
、「
東
方
」
よ
り
も
前
に
「
都
懺
」
が
置
か
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、W

B
32 ‒1 (3 )

は
も
と
も
と
「
東
方
」

の
文
よ
り
も
前
に
「
都
懺
」
に
相
当
す
る
文
が
書
か
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は

「
今
故
」
以
下
の
文
が
省
略
形
で
は
な
く
全
部
書
か
れ
て
い
た
が
、
何
ら
か

の
事
情
で
そ
の
部
分
が
無
く
な
り
、
の
ち
に
、「
金
録
晨
夜
十
方
懺
」
と
い

う
標
題
が
「
東
方
」
の
直
前
に
貼
り
合
わ
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
東

方
」
の
末
尾
が
「
今
故
云
々
」
と
い
う
省
略
形
に
な
っ
て
い
る
理
由
に
つ
い

て
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

王
卡
氏
は
、
こ
の
杜
光
庭
編
『
金
籙
斎
懺
方
儀
』
と
敦
煌
本
「
霊
宝
金
録

斎
懺
方
儀
」（W

B
32 ‒1 (3 )

・
ス
タ
イ
ン
三
○
七
一
・
ペ
リ
オ
二
九
八
九
）

と
は
、
語
彙
や
文
体
の
面
で
類
似
し
て
い
て
、
後
者
は
前
者
の
「
淵
源
」
で
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あ
る
と
指
摘
し
て
い
）
19
（
る
。
今
、
比
較
の
た
め
に
、
杜
光
庭
編
『
金
籙
斎
懺
方

儀
』
の
「
東
方
」
の
部
分
だ
け
挙
げ
て
お
こ
う
（
傍
点
はW

B
32 ‒1 (3 )

と

同
じ
箇
所
。
傍
線
は
『
無
上
秘
要
』
巻
五
三
「
金
籙
斎
品
」
と
同
じ
箇
所
）。

臣
等
伏
聞

0

0

、
勾
芒
律
応
、
分
淑
気
於
瑶
台
、
青
帝
令
行
、
扇
和
風
於
玉

樹
。
三
光

0

0

煦
嫗
、
九
野
氤
氳
。
羽
戢
皆
翔
、
鱗
潜
尽
躍
。
凝
輝
六
合
、

蠢
類
昭
蘇
。
流
貺
八
宏
、
群
生
咸
泰
。
謹
有
皇
帝

0

0

0

0

齎
持
法
信
、
虔
設
道

場
、
披
露
真
文

0

0

0

、
奉
修
斎
直
。
帰
命
東
方
無
極
太
上
霊
宝
天
尊

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
九
気

0

0

天
君

0

0

、
東
郷

0

0

神
仙
諸
霊
官

0

0

0

。
伏
冀
社
稷
尊
霊

0

0

、
宗
祧
先
聖
、
雲
升
三

境
、
質
蛻
九
清
。
謁
群
帝
於
星
関
、
携
列
位
於
天
路
。
皇
帝
四
皇
接

軫
、
六
帝
斉
猷
。
沢
濬
東
溟
、
寿
隆
北
極
。
寰
中
海
外
、
俱
沐
玄
休
。

有
識
含
生
、
長
承
道
化
。
兵
戈
戢
息
、
風
雨
以
時
。
五0

緯0

順
常

0

0

、
兆
人

康
泰
。
得
道
之
後
、
升
入
無
形
、
与
道
合
真
。（『
金
籙
斎
懺
方
儀
』
二

ａ
〜
ｂ
）

傍
点
で
示
し
た
箇
所
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
確
か
に
王
卡
氏
の
指
摘
ど
お

り
、
杜
光
庭
編
『
金
籙
斎
懺
方
儀
』
の
文
は
、W

B
32 ‒1 (3 )

と
類
似
し
て

い
る
。
右
に
挙
げ
た
部
分
の
外
に
も
、『
金
籙
斎
懺
方
儀
』
の
「
都
懺
」
の

冒
頭
に
出
て
く
る
「
伏
聞
元
始
開
図
」（
1
ａ
）
と
い
う
語
句
は
、W

B
32 ‒

1 (3 )

の
二
行
目
の
「
伏
聞
三
録
開
図
」
と
い
う
語
句
と
似
て
い
る
し
、『
金

籙
斎
懺
方
儀
』
の
「
西
方
」
に
出
て
く
る
「
引
含
生
於
浄
域
」（
３
ｂ
）
と

い
う
語
句
は
、W

B
32 ‒1 (3 )

の
四
十
一
行
目
に
そ
の
ま
ま
見
え
る
。
杜
光

庭
編
『
金
籙
斎
懺
方
儀
』
がW

B
32 ‒1 (3 )

を
承
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
、
右
の
文
中
に
傍
線
で

示
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
遡
れ
ば
『
無
上
秘
要
』
巻
五
三
「
金
籙
斎
品
」

の
文
と
も
儀
礼
の
枠
組
み
や
神
名
等
の
面
で
重
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
敦
煌
道
教
写
本

「
金
録
晨
夜
十
方
懺
残
巻
」W

B
32 ‒1 (3 )

は
、
金
籙
斎
儀
の
う
ち
の
「
十
方

懺
」
に
関
わ
る
こ
と
を
記
し
た
一
連
の
文
書
の
一
部
分
で
あ
り
、
そ
の
内
容

は
唐
代
に
行
わ
れ
た
金
籙
斎
の
姿
を
伝
え
て
い
る
。
時
代
的
に
は
、
六
朝
時

代
の
『
無
上
秘
要
』
巻
五
三
「
金
籙
斎
品
」（『
洞
玄
霊
宝
長
夜
之
府
九
幽
玉

匱
明
真
科
』）
と
、
唐
末
五
代
の
杜
光
庭
編
『
金
籙
斎
懺
方
儀
』
の
中
間
に

位
置
し
て
お
り
、
こ
の
時
代
の
同
類
の
文
書
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
状

況
の
中
に
お
い
て
、
こ
の
写
本
の
存
在
は
貴
重
で
あ
る
。

二

道
教
叢マ

マ書
残
巻

W
B32–1

（3‌0

）

こ
の
写
本
に
つ
い
て
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
筆
者
は
平
成
二
十
四
年
三

月
下
旬
に
王
卡
氏
と
と
も
に
、
国
会
図
書
館
に
お
い
て
こ
れ
を
閲
覧
調
査
し

た
。
そ
の
時
に
は
、
ま
だ
、
そ
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
は
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
二
ヶ
月
余
り
の
ち
の
五
月
二
十
八
日
か
ら
、
国
会

図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://w

w
w
.ndl.go.jp

）
で
公
開
が
始
ま
っ

た
。ま

ず
、
こ
の
写
本
の
形
態
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。

写
本
の
大
き
さ
は
、
縦
二
十
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
五
五
セ
ン
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チ
メ
ー
ト
ル
。
黒
ず
ん
だ
黄
紙
。
首
尾
残
欠
。
巻
尾
は
そ
ろ
え
て
裁
断
さ
れ

て
い
る
。
九
十
四
行
に
わ
た
っ
て
項
目
別
に
道
経
か
ら
の
引
用
文
が
書
か
れ

て
い
る
。
紙
背
に
は
、
上
下
逆
に
、
仏
教
の
願
文
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ

の
上
端
・
下
端
は
裁
断
さ
れ
、
文
字
が
欠
け
て
い
る
。

こ
の
写
本
を
収
め
る
箱
の
蓋
の
表
に
は
、「
六
朝
人
写
道
教
叢
書
残
巻

宝
宋
室
」
と
あ
り
、
蓋
の
裏
に
は
次
の
よ
う
な
文
が
書
か
れ
て
い
る
。

是
巻
出
自
燉
煌
。
北
平
估
人
云
、
再
三
考
究
、
係
脩
文
御
覧
残
編
。

然
質
諸
吾
友
神
田
喜
一
郎
君
、
云
所
引
均
道
書
、
恐
是
当
時
道

教
叢
書
之
一
種
。
且
所
引
書
中
、
有
今
亡
佚
、
唯
存
目
者
、
殊
可
宝

貴
也
。
今
題
匣
従
其
説
焉
。

癸
酉
夏
日

宝
宋
室
主
人
得
此
於
江
戸
並
誌
。

箱
書
の
日
付
の
「
癸
酉
」
は
一
九
三
三
年
、「
宝
宋
室
主
人
」
と
は
台
湾

の
実
業
家
で
あ
り
骨
董
収
集
で
も
知
ら
れ
る
林
熊
光
氏
（
一
八
九
七
〜
一
九

七
一
）
で
あ
）
20
（
る
。
箱
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
写
本
は
敦
煌
か
ら
出
土
し
た
も
の

で
、
北
京
の
商
人
は
こ
れ
を
「
脩
文
御
覧
残
編
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
林
氏

が
友
人
の
神
田
喜
一
郎
氏
（
一
八
九
七
〜
一
九
八
四
）
に
質
し
た
と
こ
ろ
、

神
田
氏
は
「
引
く
所
は
均
し
く
道
書
、
恐
ら
く
は
是
れ
当
時
の
道
教
叢
書
の

一
種
な
り
。
且
つ
引
く
所
の
書
中
、
今
は
亡
佚
し
、
唯
だ
存
目
す
る
の
み
な

る
者
有
り
、
殊
に
宝
貴
す
べ
き
な
り
」
と
言
っ
た
の
で
、
そ
の
説
に
従
っ
た

と
い
う
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
写
本
は
内
容
か
ら
見
て
、
道
教
の
類
書

の
一
つ
で
あ
る
か
ら
、「
道
教
叢
書
」
と
い
う
題
は
あ
ま
り
適
切
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
が
、
神
田
氏
が
こ
の
写
本
に
つ
い
て
評
し
た
言
葉
は
、
正
し
く

的
を
射
て
い
る
。
国
会
図
書
館
古
典
籍
資
料
室
の
話
で
は
、
こ
の
写
本
を
国

会
図
書
館
が
受
け
入
れ
た
の
は
、
昭
和
三
十
八
年
三
月
二
十
九
日
と
の
こ
と

で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
国
会
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
、
こ
の
写
本
の
画
像
を

転
載
し
（
図
５
）、
そ
の
録
文
を
載
せ
て
お
く
。

【W
B
32 ‒1 (30 )

録
文
】

１
□
□
□
□
□
□
□
属
以
龍
為
君
長

２
□
□
□
□
□
□
□
□
？
人
日
入
海
則
有
神
王

３
居
焉
又
龍
王
鬼
神
治
其
清
淵
矣
。
並
由
人
生
時

４
学
業
深
浅
、
功
徳
大
小
、
計
品
受
、
今
之
報
矣
。

５
五
符
経
云
、
爾
乃
龍
眄
虚
空
、
変
（
鸞
の
誤
り
か
？
）
翔
雲
端
。

６
又
云
、
白
龍
銜
芝
草
而
啓
騰
、
雲
（
霊
の
誤
り
か
？
）
真
降
素
醴
而
沾

７
濡
。

８
老
子
歷
蔵
中
経
云
、
道
君
時
乗
六
龍
以
御
天
。

９
太
上
説
玉
京
山
経
云
、
飛
龍
躑
躅
鳴
、
神
鳳
応
節

10
吟
。

11
老
子
道
徳
経
云
、
静
為
躁
君
。
河
上
公
注
曰
、
龍
静

12
故
能
化
、
虎
躁
故
夭
虧
。

13
霊
宝
衆
篇
序
経
云
、
天
真
皇
人
曰
、
壬
子
之
初
、
乙

14
卯
之
年
、
至
甲
子
之
旬
、
当
有
青
帝
九
種
仙
人
乗

15
九
色
之
龍
、
出
遊
太
山
、
賷
此
真
経
、
以
掃
不
祥
。
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図５– ② WB32‒1(30) 道教叢
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書残巻（国立国会図書館蔵）
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図５– ⑥
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16
仙
公
内
伝
云
、
老
子
乗
金
輪
宝
車
、
明
光
華
蓋
、
驂

17
駕
九
龍
。

18
霊
宝
赤
書
経
云
、
欲
使
東
郷
安
鎮
、
当
赤
書
青
石

19
上
今
釈
書
青

帝
真
符

、
鎮
於
東
方
、
災
自
消
滅
。
一
方
仁
人
蒼
龍

20
来
翔
、
善
瑞
自
至
、
国
土
太
平
。

21
大
洞
真
経
云
、
太
上
道
君
高
詠
玉
清
、
蒼
龍
仰
㘁

22
叢
雲
鬱
生
。

23
外
国
放
品
経
云
、
皇
上
耀
霊
、
玉
華
匡
龍
、
六
轡
超

24
虚
、
逍
遙
太
空
、
携
契
八
真
、
合
懽
天
王
、
流
眄
紫
霄
、

25
歴
運
无
窮
。

26
元
始
変
化
亀
山
元
録
経
云
、
九
光
神
龍
。

27
後
聖
九
玄
道
君
列
紀
云
、
玄
龍
。

28
元
始
変
化
亀
山
元
録
経
云
、
九
色
蒼
龍
。

29
本
行
経
云
、
五
色
飛
龍
。

30
廿
四
生
図
経
云
、
九
色
玄
龍
。

31
虬

32
金
録
簡
文
経
云
、
前
嘯
九
鳳
、
後
吹
八
鸞
、
白
虬
啓

33
道
、
太
極
参
軒
。

34
金
真
玉
光
経
云
、
太
上
道
君
位
登
至
上
、
洞
遊
玉

35
清
、
金
仙
輔
翼
、
五
帝
侍
霊
、
啓
命
事
悉
、
雲
輪
騁
蓋
、

36
飛
虬
整
駕
、
龍
超
霄
際
、
倏
頃
之
間
、
億
仙
立
会
、
瓊

37
輿
碧
輦
、
流
精
蓊
藹
、
衆
吹
雲
歌
、
鳳
鳴
鸞
邁
、
交
烟

38
互
集
、
俳
佪
玄
泰
、
蕭
蕭
太
霞
之
上
、
放
浪
无
崖
之

39
外
、
各
反
玉
虚
之
館
、
豁
若
霊
風
之
運
炁
。

40
五
符
経
云
、
爾
乃
虬
歩
八
域
、
上
昇
雲
路
、
超
群
華
以

41
淩
眄
、
挹
天
炁
以
自
渡
。

42
蛟

43
太
平
経
云
、
愚
民
竭
水
而
漁
、
蛟
龍
為
不
見
。

44
五
符
経
云
、
但
抱
霊
宝
符
入
水
赴
淵
、
則
北
帝
開

45
路
、
蛟
龍
衛
従
、
水
精
震
怖
、
長
生
久
視
、
永
享
天
祚
。

46
蠄

47
智
慧
罪
根
経
云
、
元
始
天
尊
、
是
時
当
授
太
上
道

48
君
智
慧
罪
根
上
品
妙
経
、
三
景
斉
照
、
諸
天
光
明
、
阿
（
河
の
誤
り

か
？
）
海
静
嘿
、

49
山
岳
蔵
烟
、
龍
蠄
踊
躍
、
人
神
歓
欣
、
生
死
同
休
、
福
慶
普
隆
。

50
亀

51
太
平
経
云
、
有
甲
者
以
神
亀
為
君
長
。

52
又
云
、
太
陰
之
精
為
亀
、
匿
於
淵
源
之
中
也
。

53
昇
玄
経
云
、
太
上
大
道
君
坐
宝
蓮
華
神
亀
。

54
老
君
歷
蔵
中
経
云
、
大
海
中
有
神
亀
、
上
有
八
星
、
北

55
斗
在
中
、
其
亀
黄
色
、
状
如
黄
金
。

56
龞

57
老
子
西
昇
経
云
、
老
子
曰
、
道
以
无
為
上
、
徳
以
仁

58
為
主
、
礼
以
義
為
謙
、
施
以
恩
為
久
、
恵
以
利
為
先
、
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59
信
以
効
為
首
、
偽
世
亦
有
之
、
雖
有
以
相
誘
。
是
以

60
知
世
薄
華
飾
以
相
拊
、
言
出
飛
龍
前
、
行
跛
龞
後
。

61
又
云
、
深
淵
河
海
、
非
欲
於
魚
龞
鮫
龍
、
魚
龞
鮫

62
龍
自
来
帰
之
。
人
虚
空
无
為
、
非
欲
於
道
、
道
自
帰

63
之
。
魚
。

64
老
子
西
昇
経
云
、
老
子
曰
、
人
在
道
中
、
道
在
人
中
。

65
魚
在
水
中
、
水
在
魚
中
。
道
去
身
人
死
、
水
乾
魚
終
。

66
三
元
真
一
経
云
、
仙
人
涓
子
授
蘇
林
守
三
元
真

67
一
之
道
、
告
林
曰
、
吾
少
餌
朮
、
接
食
其
精
、
精
思
感

68
虚
、
多
獲
霊
応
、
曽
撫
綸
河
川
、
放
釣
睪
沢
、
忽
見
東

69
海
小
童
、
乗
雲
龍
之
車
、
浮
水
而
来
、
告
我
曰
、
子
懃

70
心
至
道
、
外
假
戈
釣
餌
而
不
懸
養
生
全
也
。
若
後

71
獲
鯉
魚
者
、
可
試
剖
之
也
。
後
果
得
鯉
魚
而
剖
之
、

72
乃
於
腹
中
得
一
青
玉
函
、
発
開
視
之
、
乃
是
金
闕

73
帝
君
所
守
三
元
真
一
之
法
。
於
是
我
奉
而
修
行

74
能
興
雲
起
雨
、
乗
虚
上
清
。

75
三
皇
経
云
、
海
中
有
大
魚
甚
多
。
第
一
者
身
長
四

76
千
里
。
第
二
者
身
長
八
千
里
。
第
三
者
身
長
九
千

77
里
。
第
四
者
身
長
万
里
。
第
五
者
身
長
一
万
六
千
里
。

78
第
六
者
身
長
二
万
里
。
第
七
者
身
長
二
万
八
千
里
。

79
蚌

80
老
子
道
徳
経
云
、
名
可
名
、
非
常
名
。
河
上
公
注
曰
、
非

81
自
然
常
在
之
名
、
常
名
当
如
孾
児
之
未
言
、
鶏
子
未

82
之
分
、
明
珠
在
蚌
中
、
美
玉
處
石
間
、
内
雖
照
照
、
外
如

83
愚
頑
也
出
上
巻

。

84
幽
対
玄
司
品

85
捴
序
幽
対

86
明
真
科
経
云
、
上
智
童
子
前
進
作
礼
、
上
白
天
尊
、

87
不
審
今
所
普
見
无
極
世
界
、
地
獄
悉
何
因
縁
所

88
従
而
来
、
生
世
何
縁
、
死
受
鎖
械
、
幽
閉
三
光
。
今
見

89
地
獄
之
中
、
有
如
此
輩
、
生
何
所
犯
而
受
斯
対
、
魂

90
神
苦
痛
、
乃
至
如
此
。
天
尊
於
是
命
召
十
方
飛
天

91
神
人
、
披
長
夜
之
府
九
幽
玉
匱
、
出
明
真
科
律
以
度

92
童
子
。
是
時
諸
天
大
聖
、
无
極
尊
神
、
神
仙
玉
女
、
无
鞅

93
数
衆
、
不
可
勝
計
、
同
時
詣
坐
、
天
灑
香
華
、
神
龍

94
妓
楽
、
飛
歌
四
暢
、
瓊
音
流
逸
、
天
朗
炁
清
、
澄
無

こ
の
写
本
は
全
部
で
九
十
四
行
の
文
が
見
え
る
が
、
最
初
か
ら
八
十
三
行

目
ま
で
の
部
分
と
、
八
十
四
行
目
以
下
の
部
分
に
大
き
く
分
か
れ
る
。
八
十

三
行
目
ま
で
の
部
分
で
は
、「
虬
」「
蛟
」「
蠄
」「
亀
」「
龞
」「
蚌
」
な
ど
の

項
目
が
立
て
ら
れ
て
、
道
経
の
中
か
ら
各
項
目
に
見
合
っ
た
文
が
引
用
さ
れ

て
い
る
。
巻
首
は
残
欠
し
て
、
何
の
項
目
で
あ
る
か
を
記
し
た
部
分
は
残
っ

て
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
三
十
行
目
ま
で
は
「
龍
」
の
項
目
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
六
十
三
行
目
の
「
魚
」
の
字
は
項
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目
を
表
し
て
い
て
、
正
し
く
は
改
行
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
最
初
か
ら
八
十
三
行
目
ま
で
は
、「
龍
」「
虬
」「
蛟
」

「
蠄
」「
亀
」「
龞
」「
魚
」「
蚌
」
の
順
で
項
目
が
立
て
ら
れ
、
道
経
の
中
か

ら
そ
の
用
例
を
取
り
出
し
た
類
書
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
項
目
の
順
序
は
、
一
般
の
類
書
の
そ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
唐
代
初
め
に
編
纂
さ
れ
た
『
芸
文
類
聚
』
で
は
、
巻
九
十
六
「
鱗
介
部

上
」
に
「
龍
」「
蛟
」「
虵
」「
亀
」「
龞
」「
魚
」
の
項
目
、
巻
九
十
七
「
鱗

介
部
下
」
に
「
螺
」「
蚌
」「
蛤
」「
蛤
蜊
」「
烏
賊
」「
石
劫
」
の
項
目
が
立

て
ら
れ
、
こ
の
順
序
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
の
ち
の
『
太
平
御
覧
』
で
も
、

巻
九
二
九
か
ら
巻
九
四
三
の
「
鱗
介
部
」
は
、「
龍
」「
蛟
」「
蠄
」「
亀
」

「
龞
」
の
項
目
順
で
始
ま
り
、「
魚
」
の
項
目
の
中
に
は
さ
ら
に
多
数
の
小
項

目
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
あ
と
、「
蚌
」
の
項
目
が
出
て
く
る
。
つ
ま
り
、
八

十
三
行
目
ま
で
の
形
式
に
限
っ
て
言
え
ば
、W

B
32 ‒1 (30 )

は
、『
芸
文
類

聚
』
な
ど
一
般
の
類
書
と
同
じ
方
式
で
項
目
が
立
て
ら
れ
た
類
書
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。
箱
書
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
を
「
脩
文
御
覧
残
編
」
と
見
る

人
が
い
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
神
田
喜
一
郎
氏
の
指
摘
ど

お
り
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
道
教
関
係
の
書
物
か
ら
の
引
用
文
ば
か

り
で
あ
り
、
明
ら
か
に
道
教
の
類
書
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

六
朝
隋
唐
時
代
の
道
教
類
書
と
し
て
は
、
現
在
、
完
全
で
は
な
い
が
ほ
ぼ

そ
の
姿
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
し
て
、
北
周
の
武
帝
の
命
で
編

纂
さ
れ
た
『
無
上
秘
要
』、
唐
の
高
宗
・
武
后
期
に
王
懸
河
に
よ
っ
て
編
纂

さ
れ
た
『
三
洞
珠
嚢
』『
上
清
道
類
事
相
』
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
唐
の
玄

宗
期
編
纂
の
『
大
道
通
玄
要
』
も
、『
正
統
道
蔵
』
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な

い
が
、
敦
煌
写
本
に
よ
っ
て
部
分
的
に
残
っ
て
い
）
21
（

る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

「
○
○
品
」
と
い
う
形
で
編
成
さ
れ
、
そ
の
項
目
の
配
列
順
に
は
、
麥
谷
邦

夫
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
道
教
独
自
の
宇
宙
観
と
教
理
体
系
が
色
濃
く

反
映
さ
れ
て
い
）
22
（

る
。

こ
れ
ら
六
朝
隋
唐
時
代
の
道
教
類
書
と
比
べ
る
と
、
少
な
く
と
も
八
十
三

行
目
ま
で
を
見
る
限
り
で
は
、W

B
32 ‒1 (30 )

は
、
道
教
以
外
の
一
般
の
類

書
の
構
成
に
近
い
と
い
う
点
で
、
道
教
の
類
書
と
し
て
は
や
や
異
例
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
八
十
三
行
目
ま
で
は
、
い
わ
ゆ
る
鱗
介
類
に
つ
い

て
の
記
載
だ
け
で
あ
り
、
も
と
も
と
こ
の
書
物
が
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な

構
成
に
な
っ
て
い
た
の
か
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
書
物
の
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
考
え
る
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る

の
が
、
八
十
四
行
目
と
八
十
五
行
目
で
あ
る
。
八
十
四
行
目
の
「
幽
対
玄
司

品
」
と
八
十
五
行
目
の
「
捴
序
幽
対
」
と
い
う
文
字
は
、
こ
の
写
本
が
ペ
リ

オ
二
四
四
三
と
も
と
も
と
同
一
の
書
物
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に
し

た
い
。

さ
て
、W

B
32 ‒1 (30 )

に
は
、
経
典
名
を
明
記
す
る
も
の
と
し
て
二
十
二

種
三
十
二
件
、
道
経
か
ら
の
引
用
文
が
見
え
、
そ
の
他
に
、
経
典
名
は
欠
け

て
い
る
が
、
引
用
文
の
内
容
か
ら
経
典
名
が
推
測
で
き
る
も
の
が
二
件
あ

り
、
引
用
文
は
の
べ
三
十
四
件
に
な
る
。
こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
文
は
、『
正

統
道
蔵
』
本
等
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
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れ
を
確
認
す
る
た
め
に
、『
正
統
道
蔵
』
本
等
の
対
応
す
る
箇
所
を
書
き
出

し
て
お
き
た
い
。

『
正
統
道
蔵
』
本
等
と
の
対
照
（W

B
32 ‒1 (30 )

と
比
べ
て
異
同
の
あ
る
文

字
に
は
○
印
を
つ
け
た
）

①
（
１
行
目
）
経
典
名
欠

『
太
平
経
』
巻
九
十
三
（『
太
平
経
合
校
』
384
頁
）「（
有
鱗
之
）
属
以
龍
為

君
長
」

②
（
２
行
目
〜
４
行
目
）
経
典
名
欠

『
太
上
洞
玄
霊
宝
本
行
宿
縁
経
』
15
ａ
〜
ｂ
（『
正
統
道
蔵
』
第
七
五
八
冊
）

「
水
亦
有
神

8

8

8

8

。
入
海
則
有
神
王
居
焉
。
…
…
又
龍
王
鬼
神
治
其
清
淵
矣
。

…
…
並
由
人
生
時
而8

学
行8

業
深
浅
、
功
徳
大
小
、
計
品
受
今
之
報
也8

」

③
（
５
行
目
）
五
符
経
云

『
太
上
霊
宝
五
符
序
』
巻
上
12
ｂ
（『
正
統
道
蔵
』
第
一
八
三
冊
）「
爾
乃

龍
盻8

虚
空
、
鸞8

翔
雲
端
」

④
（
６
行
目
〜
７
行
目
）
又
云

『
太
上
霊
宝
五
符
序
』
巻
上
13
ｂ
（『
正
統
道
蔵
』
第
一
八
三
冊
）「
白
龍

銜
芝
草
而
啓
騰
、
霊
真
降
素
醴
而
霑

」

⑤
（
８
行
目
）
老
子
歴
蔵
中
経
云

『
太
上
老
君
中
経
』
巻
上
４
ａ
（『
正
統
道
蔵
』
第
八
三
四
冊
）「（
道
君
）

…
…
時
乗
六
龍
以
御
天
」

⑥
（
９
行
目
〜
10
行
目
）
太
上
説
玉
京
山
経
云

『
洞
玄
霊
宝
玉
京
山
歩
虚
経
』
４
ｂ
（『
正
統
道
蔵
』
第
一
○
五
九
冊
）

「
飛
龍
躑
躅
鳴
、
神
鳳
応
節
吟
」

⑦
（
11
行
目
〜
12
行
目
）
老
子
道
徳
経
云
お
よ
び
河
上
公
注

『
老
子
道
徳
経
』
第
二
十
六
章
「
静
為
躁
君
」。
河
上
公
注
「
龍
静
故
能

化
、
虎
躁
故
夭
虧
」

⑧
（
13
行
目
〜
15
行
目
）
霊
宝
衆
篇
序
経
云

『
太
上
洞
玄
霊
宝
諸
天
内
音
玉
字
』
巻
四
24
ｂ
（『
正
統
道
蔵
』
第
四
九

冊
）「（
天
真
皇
人
曰
）
…
…
壬
子
之
初
、
乙
卯
之
年
、
至
甲
子
之
旬
、
当

有
青
帝
九
種
仙
人
乗
九
色
之
龍
、
出
遊
泰
山
、
賷
此
真
経
、
以
掃
不
祥
」

⑨
（
16
行
目
〜
17
行
目
）
仙
公
内
伝

未
詳

⑩
（
18
行
目
〜
20
行
目
）
霊
宝
赤
書
経
云

『
元
始
五
老
赤
書
玉
篇
真
文
天
書
経
』
巻
上
39
ｂ
〜
40
ａ
（『
正
統
道
蔵
』

第
二
六
冊
）「
欲
使
東
郷
安
鎮
、
当
赤
書
青
石
上
、
鎮
東
方
九
日
8

8

、
災
自

滅
、
凶
逆
8

8

自
消
。
一
方
仁
人
蒼
龍
来
翔
、
善
瑞
自
至
、
国
土
太
平
」

⑪
（
21
行
目
〜
22
行
目
）
大
洞
真
経
云

『
上
清
高
聖
太
上
大
道
君
洞
真
金
元
八
素
玉
録
』
７
ｂ
〜
８
ａ
（『
正
統
道

蔵
』第
一
○
四
五
冊
）「
高
詠
玉
清
、
…
…
蒼
龍
仰
嗥
、
叢
雲
鬱
生
」

⑫
（
23
行
目
〜
25
行
目
）
外
国
放
品
経
云

『
上
清
外
国
放
品
青
童
内
文
』
巻
下
15
ｂ
（『
正
統
道
蔵
』
第
一
○
四
一

冊
）「
皇
上
耀
霊
、
玉
華
匡
龍
、
六
轡
超
虚
、
逍
遙
太
空
、
携
契
八
真
、

合
懽
天
王
、
流
眄
紫
霄
、
歴
運
无
窮
」
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⑬
（
26
行
目
）
元
始
変
化
亀
山
元
録
経
云

『
上
清
元
始
変
化
宝
真
上
経
九
霊
太
妙
亀
山
玄
籙
』
巻
下
50
ｂ
（『
正
統
道

蔵
』
第
一
○
四
八
冊
）「
九
光
神
龍
」

⑭
（
27
行
目
）
後
聖
九
玄
道
君
列
紀
云

『
上
清
後
聖
道
君
列
紀
』
３
ａ
（『
正
統
道
蔵
』
第
一
九
八
冊
）「
玄
龍
」

⑮
（
28
行
目
）
元
始
変
化
亀
山
元
録
経
云

『
上
清
元
始
変
化
宝
真
上
経
九
霊
太
妙
亀
山
玄
籙
』
巻
上
29
ｂ
（『
正
統
道

蔵
』
第
一
○
四
七
冊
）「
九
色
蒼
龍
」

⑯
（
29
行
目
）
本
行
経
云

『
雲
笈
七
籖
』
巻
一
○
一
10
ｂ
洞
玄
本
行
経
「
五
色
飛
龍
」

⑰
（
30
行
目
）
廿
四
生
図
経
云

『
洞
玄
霊
宝
二
十
四
図
経
』
３
ａ
（『
正
統
道
蔵
』
第
一
○
五
一
冊
）「
九

色
玄
龍
」

⑱
（
32
行
目
〜
33
行
目
）
金
録
簡
文
経
云

『
上
清
太
上
八
素
真
経
』
５
ｂ
（『
正
統
道
蔵
』
第
一
九
四
冊
）「
前
嘯
九

鳳
、
後
吹
八
鸞
、
白
虬
啓
道
、
太
極
驂8

軒
」

⑲
（
34
行
目
〜
39
行
目
）
金
真
玉
光
経
云

『
上
清
金
真
玉
光
八
景
飛
経
』
２
ｂ
〜
３
ａ
（『
正
統
道
蔵
』
第
一
○
四
二

冊
）「
太
上
大
道
君
…
…
位
登
至
上
、
洞
遊
玉
清
、
金
仙
輔
翼
、
五
帝
衛8

霊
、
啓
命
事
悉
、
雲
輪
騁
蓋
、
飛
虬
整
駕
、
龍
超
霄
際
、
倏
頃
之
間
、
億

仙
立
会
、
瓊
輪8

碧
輦
、
流
精
蓊
藹
、
衆
吹
雲
歌
、
鳳
鳴
鸞
邁
、
交
煙
互

集
、
俳
佪
玄
太
、
蕭
蕭
非8

太
霞
之
上
、
放
浪
於8

无
涯
之
外
、
各
返8

玉
虚
之

館
、
豁
若
霊
風
之
運
炁
」

⑳
（
40
行
目
〜
41
行
目
）
五
符
経
云

『
太
上
霊
宝
五
符
序
』
巻
上
13
ｂ
（『
正
統
道
蔵
』
第
一
八
三
冊
）「
爾
乃

虬
歩
八
域
、
上
昇
雲
路
、
超
群
萃8

以
淩
眄
、
挹
天
気
以
自
度
」

㉑
（
43
行
目
）
太
平
経
云

『
太
平
経
』
巻
八
六
（『
太
平
経
合
校
』
322
頁
）「
比
若
愚
民
竭
水
而
漁
、

蛟
龍
為
不
見
」

㉒
（
44
行
目
〜
45
行
目
）
五
符
経
云

『
太
上
霊
宝
五
符
序
』
巻
下
２
ｂ
〜
３
ａ
（『
正
統
道
蔵
』
第
一
八
三
冊
）

「
但
抱
霊
宝
符
入
水
赴
淵
、
則
北
帝
開
路
、
蛟
龍
衛
従
、
水
精
震
怖
、
長

生
久
視
、
永
享
天
祚
」

㉓
（
47
行
目
〜
49
行
目
）
智
慧
罪
根
経
云

『
太
上
洞
玄
霊
宝
智
慧
罪
根
上
品
大
戒
経
』
巻
上
１
ｂ
〜
２
ａ
（『
正
統
道

蔵
』
第
二
○
二
冊
）「
元
始
天
尊
、
是
時
当
授
太
上
道
君
智
慧
罪
根
上
品

戒
経
、
…
…
照
諸
天
光
明
、
河
海
静
黙
、
山
嶽
蔵
煙
、
龍
蠄
踊
躍
、
人
神

歓
欣
、
生
死
同
休
、
福
慶
普
隆
」

㉔
（
51
行
目
）
太
平
経
云

『
太
平
経
』
巻
九
三
（『
太
平
経
合
校
』
384
頁
）「
有
甲
者
以
神
亀
為
君
長
」

㉕
（
52
行
目
）
又
云

未
詳

㉖
（
53
行
目
）
昇
玄
経
云

未
詳
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㉗
（
54
行
目
〜
55
行
目
）
老
君
歷
蔵
中
経
云

『
太
上
老
君
中
経
』
巻
上
15
ａ
（『
正
統
道
蔵
』
第
八
三
九
冊
）「
大
海
中

有
神
亀
、
神
亀
8

8

上
有
七8

星
、
北
斗
正8

在
中
央8

、
其
亀
黄
色
、
状
如
黄
金
」

㉘
（
57
行
目
〜
61
行
目
）
老
子
西
昇
経
云

『
西
昇
経
』
巻
中
１
ａ
〜
２
ａ
（『
正
統
道
蔵
』
第
三
四
六
冊
）「
老
君8

曰
、
…
…
道
以
無
為
上
、
徳
以
仁
為
主
、
礼
以
義
為
謙
、
施
以
恩
為
友
、

恵
以
利
為
先
、
信
以
効
為
首
、
偽
世
亦
有
之
、
雖
有
以
相
誘
。
是
以
知
世

薄
華
飾
以
相
拊
。
言
出
飛
龍
前
、
行
在8

跛
龞
後
」

㉙
（
61
行
目
〜
63
行
目
）
又
云

『
西
昇
経
』
巻
下
18
ｂ
（『
正
統
道
蔵
』
第
三
四
七
冊
）「
深
淵
河
海
、
非

欲
於
魚
龞
蛟8

龍
、
魚
龞
蛟
龍
自
来
帰
之
。
人
能8

虚
空
無
為
、
非
欲
於
道
、

道
自
帰
之
」

㉚
（
64
行
目
）
老
子
西
昇
経
云

『
西
昇
経
』
巻
下
12
ａ
（『
正
統
道
蔵
』
第
三
四
七
冊
）「
老
君8

曰
、
人
在

道
中
、
道
在
人
中
。
魚
在
水
中
、
水
在
魚
中
。
道
去
人
死
、
水
乾
魚
終
」

㉛
（
66
行
目
〜
74
行
目
）
三
元
真
一
経
云

未
詳

＊『
紫
陽
真
人
内
伝
』
13
ａ
（『
正
統
道
蔵
』
第
一
五
二
冊
）「
涓
子
…
…
少

好8

餌
朮
、
接
食
其
精
、
精
思
感
天8

、
後
釣
於
河
沢

8

8

8

8

8

、
見
東
海
小
童
、
語
之
8

8

曰8

、
釣8

得
鯉
者
、
剖
之
、
後
果
得
而
剖
魚
腹
、
獲
金
闕
帝
君
守
三
元
真
一

之
法
。
於
是
…
…
」

32
（
75
行
目
〜
78
行
目
）
三
皇
経
云

未
詳

33
（
80
行
目
〜
83
行
目
）
老
子
道
徳
経
云

『
老
子
道
徳
経
』
第
一
章
「
名
可
名
、
非
常
名
」。
河
上
公
注
「
非
自
然
常

在
之
名
。
常
名
当
如
嬰
児
之
未
言
、
鶏
子
之
未
8

8

分
、
明
珠
在
蚌
中
、
美
玉

處
石
間
、
内
雖
昭
昭
、
外
如
愚
頑
」

34
（
86
行
目
〜
94
行
目
）
明
真
科
経
云

『
洞
玄
霊
宝
長
夜
之
府
九
幽
玉
匱
明
真
科
』
２
ａ
〜
３
ｂ
（『
正
統
道
蔵
』

第
一
○
五
二
冊
）「
上
智
童
子
前
進
作
礼
、
長
跪
稽
首

8

8

8

8

、
上
白
天
尊
言8

、

不
審
今
所
普
見
諸
天
福
堂
及

8

8

8

8

8

无
極
世
界
、
地
獄
之
中
善
悪
報
応

8

8

8

8

8

8

、
悉
何
因

縁
所
従
而
来
、
生
世
何
修
而
得
飛
行
逍
遙

8

8

8

8

8

8

8

…
…
、
死
受
鎖
械
、
幽
閉
三

光
。
…
…
今
見
地
獄
之
中
、
有
如
此
輩
。
生
何
所
犯
而
受
斯
対
、
魂
神
苦

痛
、
乃
至
如
此
。
…
…
天
尊
於
是
命
召
十
方
飛
天
神
人
、
披
長
夜
之
府
九

幽
玉
匱
、
出
明
真
科
律
、
以
度
童
子
。
是
時
諸
天
大
聖
、
无
極
尊
神
、
神

仙
玉
女
、
無
鞅
数
衆
、
不
可
勝
計
、
同
時
詣
座8

、
天
洒
香
華
、
神
龍
伎8

楽
、
飛
歌
四
暢
、
瓊
音
流
逸
、
天
朗
気
清
、
澄
無
…
…
」

以
上
、W

B
32 ‒1 (30 )

に
書
か
れ
た
道
経
の
引
用
文
と
『
正
統
道
蔵
』
本

等
と
の
対
応
関
係
を
記
し
た
。
対
応
関
係
が
未
詳
の
も
の
も
数
件
あ
る
が
、

対
応
が
確
認
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
言
え
ば
、W

B
32 ‒1 (30 )

の
引
用
文

は
、
若
干
の
文
字
の
相
異
が
あ
っ
た
り
、
省
略
の
部
分
が
あ
っ
た
り
は
す
る

も
の
の
、『
正
統
道
蔵
』
本
等
の
テ
キ
ス
ト
と
総
じ
て
よ
く
合
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
、
の
べ
三
十
四
件
の
道
経
の
内
訳
は
、
上
清
経
に
分
類
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さ
れ
る
も
の
が
八
件
（
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑱
⑲
㉛
）、
陸
修
静
の
「
霊
宝
経
目
」

に
名
前
が
見
え
る
、
い
わ
ゆ
る
古
霊
宝
経
が
五
符
経
の
四
件
（
③
④
⑳
㉒
）

以
外
に
六
件
（
②
⑥
⑩
⑰
㉓
34
）
の
合
計
十
件
、
太
平
経
が
四
件
（
①
㉑
㉔

㉕
）、
老
子
西
昇
経
が
三
件
（
㉘
㉙
㉚
）、
老
子
歴
蔵
中
経
（
⑤
㉗
）
と
老
子

道
徳
経
（
⑦
33
）
が
そ
れ
ぞ
れ
二
件
、
霊
宝
衆
篇
序
経
（
⑧
）
仙
公
内
伝

（
⑨
）
本
行
経
（
⑯
）
昇
玄
経
（
㉖
）
三
皇
経
（
32
）
が
そ
れ
ぞ
れ
一
件
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
六
朝
時
代
末
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
道

経
で
あ
る
。
上
清
経
と
古
霊
宝
経
が
ほ
ぼ
同
じ
件
数
、
引
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
太
平
経
の
引
用
が
比
較
的
多
い
こ
と
、「
老
子
」
を
冠
す
る
道

経
が
少
な
く
な
い
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

な
お
、
霊
宝
衆
篇
序
経
（
⑧
）
は
、「
霊
宝
中
盟
経
目
」（『
洞
玄
霊
宝
三

洞
奉
道
科
戒
営
始
』
巻
四
９
ｂ
）
に
「
衆
経
序
一
巻
」
と
見
え
る
も
の
で
、

『
正
統
道
蔵
』
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
敦
煌
写
本
に
数
点
こ
れ
を
書

写
し
た
も
の
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
三
種
の
霊
宝
経
の
序
文
を
抜
粋
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
）
23
（

る
。
三
種
の
霊
宝
経
の
う
ち
の
一
つ
が
「
霊

宝
諸
天
内
音
玉
字
」
で
、
こ
れ
は
『
正
統
道
蔵
』
所
収
の
『
太
上
洞
玄
霊
宝

諸
天
内
音
玉
字
』
巻
三
・
巻
四
に
相
当
す
る
。
右
に
は
、
⑧
（
13
行
目
〜
15

行
目
）
霊
宝
衆
篇
序
経
の
対
応
箇
所
と
し
て
、『
太
上
洞
玄
霊
宝
諸
天
内
音

玉
字
』
巻
四
の
文
を
挙
げ
た
が
、
敦
煌
写
本
「
霊
宝
衆
篇
序
経
」
で
は
、
ス

タ
イ
ン
六
六
五
九
（
そ
の
三
五
六
行
目
か
ら
三
五
八
行
目
）
と
京
都
国
立
博

物
館
所
蔵
本
二
五
三
に
も
同
じ
文
が
見
え
）
24
（

る
。

上
述
の
よ
う
に
、W

B
32 ‒1 (30 )

は
、
道
教
の
類
書
と
し
て
は
や
や
異
例

の
、
一
般
の
類
書
の
構
成
に
近
い
面
を
持
っ
て
い
る
。W

B
32 ‒1 (30 )

が
一

体
、
ど
の
よ
う
な
道
教
類
書
の
一
部
分
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
を
考
え
る
手
が

か
り
に
な
る
の
が
、
敦
煌
写
本
ペ
リ
オ
二
四
四
三
で
あ
る
。
本
稿
の
冒
頭
に

述
べ
た
よ
う
に
、
王
卡
氏
はW

B
32 ‒1 (30 )

を
見
て
、
こ
れ
が
ペ
リ
オ
二
四

四
三
と
同
一
の
書
物
か
ら
の
書
写
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ

た
。ペ

リ
オ
二
四
四
三
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
大
淵
忍
爾
氏
の
『
敦
煌
道
経
』

に
「
経
名
未
詳
道
経
類
書
其
二
」
と
し
て
収
録
さ
れ
、
そ
の
写
真
も
紹
介
さ

れ
て
い
）
25
（

る
。
ま
た
、
こ
れ
も
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
王
卡
氏
の
『
敦
煌
道

教
文
献
研
究
│
綜
述
・
目
録
・
索
引
』
で
は
、「
失
題
道
教
類
書
」
八
件
の

う
ち
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
録
文
は
す
で
に
、『
中
華
道

蔵
』
第
二
十
八
冊003

号
「
敦
煌
失
題
道
教
類
書
七
種
」
の
第
七
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
（
蒋
力
生
点
校
）。
今
、W

B
32 ‒1 (30 )

と
比
較
す
る
た
め
に
、

そ
の
写
真
（
図
６
）
と
録
文
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

【
ペ
リ
オ
二
四
四
三

録
文
】

１
延
人
主
、
行
合
此
戒
、
天
虎
出
現
、
現
則
天
下
太
平
。

２
天
馬

３
太
極
真
人
飛
仙
宝
剣
上
経
云
、
天
馬
者
、
吉
光
騰

４
黄
之
獣
也
。

５
空
洞
霊
章
経
云
、
大
明
玉
完
天
帝
章
曰
、
天
馬
運

６
東
井
、
長
源
無
巨
沙
。
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７
太
元
真
人
茅
君
内
伝
云
、
南
岳
上
真
人
、
西
城
王
君
、

８
亀
山
王
母
、
方
諸
青
童
、
並
乗
緑
景
之
輿
、
轡
神
虎

９
之
軿
、
天
馬
万
騎
、
飛
龍
千
群
、
金
蓋
雲
渟
、
紫
旗
儛

10
空
、
天
光
赫
弈
、
冥
景
煥
繁
、
同
造
盈
於
句
曲
之
山
。

11
太
一
帝
君
天
魂
内
変
経
云
、
駿
馬
者
、
乃
神
龍
之
祖

12
也
。

13
霊
書
紫
文
経
云
、
上
清
金
闕
中
有
四
天
帝
君
、
其

14
後
聖
君
処
其
左
。
飛
馬
奔
雀
、
大
翅
之
鳥
、
叩
喙
□

15
爪
、
陣
于
広
庭
。

16
五
符
経
云
、
帝
嚳
既
執
中
而
尸
天
下
、
日
月
所
照
、

17
風
雨
所
至
、
莫
不
従
助
、
捴
得
天
地
之
心
、
其
時
有

18
天
人
神
真
之
官
降
之
、
乗
宝
蓋
玄
車
而
御
九
龍
、

19
策
雲
馬
而
発
天
窓
。

20
太
上
揮
神
詩
云
、
運
璣
琁
漢
道
、
煥
煥
動
華
瓊
、
万

21
神
騰
朱
馬
、
千
魔
無
暇
生
。

22
老
子
道
徳
経
云
、
天
下
有
道
、
却
走
馬
以
糞
、
天
下
无

23
道
、
戎
馬
生
於
郊
。

24
畜
生
水
族
品

25
序
水
族

26
老
子
本
生
経
云
、
老
子
曰
、
水
族
衆
雑
類
、
倶
生
波

27
埿
中
、
而
其
受
宿
行
、
坐
法
各
不
同
。
或
）
26
（

因
潤
湿
炁

28
胎
化
无
限
窮
、
臣
身
居
大
海
、
七
宝
厳
荘
宮
、
神

29
龍
自
在
力
、
輪
駕
太
虚
中
、
鯨
鯢
吞
舟
航
、
鼇
冠
山
峯
、

30
聖
智
具
）
27
（

成
□
、
現
作
亀
魚
容
、
引
導
漯
生
輩
、
白
日

31
遊
九
重
。

ペ
リ
オ
二
四
四
三
は
三
十
一
行
に
わ
た
る
が
、
そ
の
二
行
目
の
「
天
馬
」

と
二
十
四
行
目
の
「
畜
生
水
族
品
」、
お
よ
び
、
二
十
五
行
目
の
「
序
水

族
」
が
、
類
書
の
項
目
名
に
あ
た
る
。
大
淵
忍
爾
氏
と
王
卡
氏
が
と
も
に
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
行
目
以
前
の
部
分
の
項
目
は
「
天
虎
」
で
あ
っ
た

と
推
測
で
き
る
。
引
用
文
で
経
典
名
が
挙
が
っ
て
い
る
の
は
九
件
あ
る
。

W
B
32 ‒1 (30 )

と
同
様
に
、
ペ
リ
オ
二
四
四
三
に
つ
い
て
も
『
正
統
道
蔵
』

本
等
の
対
応
す
る
箇
所
を
書
き
出
し
お
こ
う
。

『
正
統
道
蔵
』
本
等
と
の
対
照

①
（
１
行
目
）
経
典
名
欠

未
詳

②
（
３
行
目
〜
4
行
目
）
太
極
真
人
飛
仙
宝
剣
上
経
云

『
雲
笈
七
籖
』
巻
八
四
７
ｂ
「
尸
解
次
第
事
迹
法
度
」「
天
馬
者
、
吉
光
騰

黄
之
獣
也
」

③
（
5
行
目
〜
7
行
目
）
空
洞
霊
章
経
云

『
無
上
秘
要
』巻
二
九
２
ａ
（『
正
統
道
蔵
』
第
七
七
一
冊
）「
大
明
玉
完
天

頌8

、
…
…
天
馬
運
東
井
、
長
源
无
巨
沙
。
…
…
右
出
洞
玄
空
洞
霊
章
経
」

④
（
7
行
目
〜
10
行
目
）
太
元
真
人
茅
君
内
伝
云
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未
詳

＊『
茅
山
志
』
巻
五
10
ｂ
（『
正
統
道
蔵
』
第
一
五
三
冊
）「
南
岳
赤8

真
人
、

西
城
王
君
、
亀
山
王
母
、
方
諸
青
童
君8

、
同
造
君
于
8

8

山
中8

」

＊『
雲
笈
七
籖
』
巻
一
一
四
14
ａ
「
西
王
母
伝
」「
南
岳
真
人
赤
君
8

8

、
西
城
王

君
、
方
諸
青
童
、
並
従
王
母
降
於
茅
盈
之
室

8

8

8

8

8

8

8

8

8

」

⑤
（
11
行
目
〜
12
行
目
）
太
一
帝
君
天
魂
内
変
経
云

未
詳

⑥
（
13
行
目
〜
15
行
目
）
霊
書
紫
文
経
云

『
皇
天
上
清
金
闕
帝
君
霊
書
紫
文
上
経
』
１
ａ
（『
正
統
道
蔵
』
第
三
四
二

冊
）「
金
闕
中
有
四
帝
君

8

8

8

、
其
後
聖
君
処
其
左
。
…
…
飛
馬
奔
雀
、
大
翅

之
鳥
、
叩
喙
奮8

爪
、
陣
于
広
庭
」

⑦
（
16
行
目
〜
19
行
目
）
五
符
経
云

『
太
上
霊
宝
五
符
序
』
巻
上
３
ａ
〜
ｂ
（『
正
統
道
蔵
』
第
一
八
三
冊
）

「
帝
嚳
既
執
中
而
尸
天
下
、
日
月
所
照
、
風
雨
所
至
、
莫
不
従
助
、
総
得

天
地
之
心
、
其
時
有
天
人
神
真
之
官
降
之
、
乗
宝
蓋
玄
車
而
御
九
龍
、
策

雲
馬
而
発
天
窓
」

⑧
（
20
行
目
〜
21
行
目
）
太
上
揮
神
詩
云

『
洞
真
太
上
神
虎
隠
文
』
３
ａ
（『
正
統
道
蔵
』
第
一
○
三
一
冊
）「
運
機8

琁
漢
道
、
煥
煥
動
華
瓊
、
万
神
騰
朱
馬
、
千
魔
无
暇
生
」

⑨
（
22
行
目
〜
23
行
目
）
老
子
道
徳
経
云

『
老
子
道
徳
経
』
第
四
十
六
章
「
天
下
有
道
、
却
走
馬
以
糞
、
天
下
無

道
、
戎
馬
生
於
郊
」

⑩
（
26
行
目
〜
31
行
目
）
老
子
本
生
経
云

未
詳

こ
の
ペ
リ
オ
二
四
四
三
とW

B
32 ‒1 (30 )

は
、
王
卡
氏
の
指
摘
ど
お
り
、

同
一
の
書
物
か
ら
の
書
写
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
理
由
の
第
一
と
し

て
、
両
者
は
類
書
と
し
て
の
構
成
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ペ

リ
オ
二
四
四
三
の
二
十
四
行
目
「
畜
生
水
族
品
」
と
二
十
五
行
目
「
序
水

族
」
は
、W

B
32 ‒1 (30 )

の
八
十
四
行
目
「
幽
対
玄
司
品
」、
八
十
五
行
目

「
捴
序
幽
対
」
と
同
じ
形
式
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
書
物
は
「
○
○
品
」

と
い
う
大
項
目
が
あ
り
、
各
大
項
目
の
冒
頭
に
は
、「
序
○
○
」
も
し
く
は

「
総
序
○
○
」
と
い
う
形
で
、
そ
の
大
項
目
全
体
の
序
文
が
書
か
れ
、
そ
の

大
項
目
の
も
と
に
、「
龍
」「
虬
」「
蛟
」「
蠄
」「
亀
」「
龞
」「
魚
」「
蚌
」
や

「
天
虎
」「
天
馬
」
な
ど
、
道
教
以
外
の
一
般
の
類
書
と
同
じ
よ
う
な
方
式
で

項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

理
由
の
第
二
と
し
て
、
ペ
リ
オ
二
四
四
三
とW

B
32 ‒1 (30 )

に
引
用
さ
れ

て
い
る
道
経
が
、
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ペ
リ
オ
二
四
四

三
に
引
用
さ
れ
た
道
経
の
数
は
少
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
、
上
清
経
や
古
霊

宝
経
、
あ
る
い
は
太
平
経
や
内
伝
類
な
ど
で
あ
っ
て
、
こ
れ
はW

B
32 ‒

1 (30 )

に
引
用
さ
れ
た
も
の
と
傾
向
と
し
て
は
類
似
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、

両
者
が
同
一
の
書
物
か
ら
の
書
写
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
の
理
由
に
な

り
う
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
ペ
リ
オ
二
四
四
三
とW

B
32 ‒1 (30 )

は
、
同
一
の
書
物
か
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国
立
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会
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所
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煌
道
教
写
本（
神
塚
）

ら
の
書
写
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
両
者
は
、
も
と
も
と
同
一
の
巻
子
で
あ
っ
た
も
の
が
二
つ
に
分
か
れ
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
両
者
の
文
字
と
紙
質
が
類
似
す
る
上

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
紙
背
に
は
い
ず
れ
も
仏
教
の
願
文
が
書
か
れ
て
い
る
と
い

う
共
通
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
筆
者
は
、
ペ
リ
オ
二
四
四
三
を
実
見
し
て

い
な
い
が
、
大
淵
忍
爾
氏
の
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』
に
よ
れ
ば
、「
黒
ず
み

た
る
黄
紙
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、W

B
32 ‒1 (30 )

と
同
じ
で
あ
る
。
文
字

の
形
も
両
者
は
似
て
い
る
。

W
B
32 ‒1 (30 )

の
紙
背
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
箱
書
で
は
何
も
触
れ
て
い

な
い
が
、
本
章
の
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
紙
背
に
は
仏
教
の
願
文
が
書
か

れ
て
い
る
。
大
淵
氏
に
よ
れ
ば
、
敦
煌
の
石
窟
寺
院
で
は
、
紙
の
不
足
を
補

う
た
め
に
、
道
経
が
書
か
れ
た
紙
を
仏
経
書
写
用
の
料
紙
と
し
て
保
存
し
て

い
た
よ
う
で
あ
）
28
（

る
。W

B
32 ‒1 (30 )

も
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
事
情
で
、
道

教
類
書
が
書
か
れ
て
い
た
巻
子
の
紙
背
が
、
の
ち
に
仏
教
の
願
文
を
書
く
た

め
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
願
文
の
文

字
は
一
百
七
行
に
わ
た
っ
て
い
る
。W

B
32 ‒1 (30 )

の
紙
背
文
書
も
、
現
在

は
国
会
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
容
易
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
ペ
リ
オ
二
四
四
三
の
紙
背
に
も
や
は
り
仏
教
の
願

文
が
三
十
三
行
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
）
29
（

る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
ペ
リ
オ
二
四
四
三
とW

B
32 ‒1 (30 )

は
、

同
一
の
書
物
か
ら
の
書
写
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
一
巻
子
が
分
か
れ
た

も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
り
え
よ
う
。

最
後
に
、W
B
32 ‒1 (30 )

に
書
写
さ
れ
た
道
教
類
書
が
、
一
体
ど
う
い
う

名
称
の
書
物
で
あ
っ
た
の
か
、
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
き

た
い
。
王
卡
氏
は
ペ
リ
オ
二
四
四
三
に
つ
い
て
の
説
明
文
の
中
で
、「『
道
要

霊
祇
神
鬼
品
経
』
と
似
て
い
る
。
同
一
書
物
で
あ
る
か
ど
う
か
、
な
お
後
考

を
待
つ
」
と
言
っ
て
い
）
30
（

る
。
ま
た
、『
道
要
霊
祇
神
鬼
品
経
』
に
つ
い
て

は
、「
新
・
旧
『
唐
志
』
に
『
道
要
』
三
十
巻
を
著
録
し
て
い
る
が
、
こ
の

書
は
そ
の
中
の
一
巻
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
言
っ
て
い
）
31
（

る
。
上
述
の
よ

う
に
、
ペ
リ
オ
二
四
四
三
とW

B
32 ‒1 (30 )

は
同
一
の
書
物
の
書
写
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
の
で
あ
る
か
ら
、
王
卡
氏
の
こ
の
推
定
が
正
し
け
れ
ば
、

W
B
32 ‒1 (30 )

は
ペ
リ
オ
二
四
四
三
と
同
じ
く
、『
道
要
霊
祇
神
鬼
品
経
』

と
似
て
い
て
、『
旧
唐
書
』
経
籍
志
・『
新
唐
書
』
芸
文
志
に
著
録
さ
れ
た

「『
道
要
』
三
十
巻
」
の
一
部
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

王
卡
氏
は
ペ
リ
オ
二
四
四
三
が
『
道
要
霊
祇
神
鬼
品
経
』
と
似
て
い
る
と

考
え
た
根
拠
や
、『
道
要
霊
祇
神
鬼
品
経
』
を
『
道
要
』
の
一
巻
と
考
え
た

理
由
に
つ
い
て
何
も
述
べ
て
い
な
い
が
、
結
論
を
先
に
言
う
と
、
筆
者
は
王

卡
氏
の
こ
の
推
定
は
妥
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
以
下
に
、『
道
要
霊

祇
神
鬼
品
経
』
と
ペ
リ
オ
二
四
四
三
・W

B
32 ‒1 (30 )

を
比
較
し
な
が
ら
、

王
卡
氏
の
説
を
検
証
し
て
み
よ
う
。

『
道
要
霊
祇
神
鬼
品
経
』（『
正
統
道
蔵
』
第
八
七
五
冊
）
は
全
二
十
七
紙

の
短
い
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
文
字
ど
お
り
「
霊
祇
神
鬼
」
に
関
す
る
道

経
の
引
用
文
を
集
め
た
類
書
で
あ
る
。
最
初
に
「
総
序
霊
祇
」
の
文
が
あ

り
、
そ
の
あ
と
に
「
霊
祇
神
品
」「
魔
正
（
王
）
品
」「
力
士
品
」「
空
神
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品
」「
社
神
品
」「
山
神
品
」「
水
神
品
」「
霊
祇
鬼
品
」「
善
爽
鬼
品
」「
苦
魂

鬼
品
」「
精
魅
鬼
品
」「
樹
木
鬼
品
」「
山
鬼
品
」「
水
鬼
品
」「
土
鬼
品
」「
餓

鬼
品
」「
瘟
鬼
品
」「
蠱
鬼
品
」
の
十
八
品
が
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
関
連
す
る

引
用
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
霊
祇
神
鬼
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
あ
る
の

で
、『
太
上
女
青
鬼
律
』
か
ら
の
引
用
が
非
常
に
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
）
32
（

る
。

『
道
要
霊
祇
神
鬼
品
経
』
は
、『
正
統
道
蔵
』
本
の
ほ
か
に
、
敦
煌
写
本
が

十
二
件
（
そ
の
う
ち
の
七
件
は
同
一
巻
子
。
残
り
の
五
件
も
別
の
同
一
巻

子
）
残
っ
て
お
）
33
（

り
、
そ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
『
正
統
道
蔵
』
本
『
道
要
霊
祇

神
鬼
品
経
』
の
大
部
分
を
成
し
て
い
る
。
敦
煌
写
本
と
『
正
統
道
蔵
』
本
の

大
き
な
相
異
点
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
品
名
の
箇
所
が
、『
正
統
道

蔵
』
本
で
は
「
○
○
品
」
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
敦
煌
写
本
で
は

「
魔
王
」「
力
士
」「
空
神
」「
社
神
」「
山
神
」「
水
神
」「
善
爽
鬼
」「
苦
魂

鬼
」「
精
魅
鬼
」「
樹
木
鬼
」「
山
鬼
」「
水
鬼
」「
土
鬼
」「
餓
鬼
」「
温
鬼
」

「
蠱
鬼
」
と
あ
っ
て
、「
品
」
の
字
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

敦
煌
写
本
の
こ
の
よ
う
な
状
況
と
、『
道
要
霊
祇
神
鬼
品
経
』
と
い
う
書

名
か
ら
推
測
す
る
と
、
こ
れ
は
、
も
と
も
と
は
『
道
要
』
と
い
う
書
物
の
中

の
「
霊
祇
神
鬼
品
」
の
部
分
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
身
は
、
最
初
に
「
総
序
霊

祇
」
が
置
か
れ
、
つ
い
で
、
敦
煌
写
本
の
よ
う
に
「
魔
王
」
以
下
「
蠱
鬼
」

ま
で
の
項
目
が
立
て
ら
れ
、
道
経
の
引
用
文
を
載
せ
る
と
い
う
形
で
あ
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、『
道
要
』
の
中
か
ら
「
霊
祇

神
鬼
品
」
だ
け
が
独
立
し
て
『
道
要
霊
祇
神
鬼
品
経
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が

つ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
「
霊
祇
神
鬼
品
」
が
「
経
」
に
、
い

わ
ば
格
上
げ
さ
れ
た
の
に
合
わ
せ
て
、
も
と
も
と
「
品
」
の
字
が
つ
い
て
い

な
か
っ
た
各
項
目
が
、「
品
」の
字
を
つ
け
た
形
に
変
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、『
道
要
霊
祇
神
鬼
品
経
』
は
、
現
在
の
『
正
統

道
蔵
』
本
と
は
違
っ
て
、
も
と
も
と
は
ペ
リ
オ
二
四
四
三
やW

B
32 ‒1 (30 )

と
、
類
書
と
し
て
の
体
例
が
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
○

○
品
」
と
い
う
大
項
目
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
冒
頭
に
「
総
序
○
○
」
と
い
う

形
で
、
そ
の
大
項
目
全
体
の
序
文
が
置
か
れ
、
そ
の
大
項
目
の
も
と
に
い
く

つ
か
の
項
目
が
立
て
ら
れ
、
道
経
の
引
用
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
類
書
と
し
て
の
体
例
が
同
じ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、『
道
要
霊
祇
神
鬼
品
経
』
と
ペ
リ
オ
二
四
四
三
・W

B
32 ‒

1 (30 )

が
同
じ
書
物
で
あ
る
こ
と
の
重
要
な
理
由
と
な
る
。

ま
た
、『
道
要
霊
祇
神
鬼
品
経
』
に
引
用
さ
れ
た
道
経
に
注
目
す
る
と
、

上
述
の
よ
う
に
、「
霊
祇
神
鬼
」
と
い
う
テ
ー
マ
と
関
連
し
て
、『
太
上
女
青

鬼
律
』
か
ら
の
引
用
が
多
い
こ
と
が
目
立
つ
が
、『
太
平
経
』
が
五
回
、『
昇

玄
経
』
が
二
回
、『
三
皇
経
』
と
『
道
徳
経
』
と
『
明
真
科
経
』
が
各
一
回

引
用
さ
れ
る
な
ど
、W

B
32 ‒1 (30 )

と
共
通
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
こ
と

も
、『
道
要
霊
祇
神
鬼
品
経
』
と
ペ
リ
オ
二
四
四
三
・W

B
32 ‒1 (30 )

が
同

じ
書
物
で
あ
る
こ
と
の
一
つ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

『
旧
唐
書
』
経
籍
志
・『
新
唐
書
』
芸
文
志
に
著
録
さ
れ
た
「『
道
要
』
三

十
巻
」
と
い
う
書
物
に
つ
い
て
は
、『
大
道
通
玄
要
』
の
こ
と
か
も
知
れ
な

い
と
す
る
見
方
も
あ
）
34
（

る
が
、
向
群
氏
や
王
卡
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の

よ
う
に
判
断
す
る
に
は
論
拠
不
十
分
の
感
が
あ
）
35
（

る
。
そ
も
そ
も
書
名
が
異
な
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国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
敦
煌
道
教
写
本（
神
塚
）

る
し
、
現
存
す
る
敦
煌
写
本
『
大
道
通
玄
要
』
に
よ
る
限
り
、
類
書
と
し
て

の
体
例
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、『
道
要
霊
祇
神
鬼
品
経
』

が
『
道
要
』
の
一
部
分
で
あ
る
と
見
る
方
が
説
得
力
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
、『
道
要
霊
祇
神
鬼
品
経
』
が
『
道
要
』
の
一
部
分
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ペ
リ
オ
二
四
四
三
と
と
も
に
、

W
B
32 ‒1 (30 )

も
や
は
り
『
道
要
』
の
一
部
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、『
道
要
霊
祇
神
鬼
品
経
』
と
ペ
リ
オ
二
四
四
三
とW
B
32 ‒

1 (30 )

が
『
道
要
』
の
一
部
分
で
あ
る
と
い
う
推
論
が
正
し
か
っ
た
と
し
て

も
、
こ
の
三
者
あ
わ
せ
て
も
、
三
十
巻
あ
っ
た
と
い
う
『
道
要
』
の
ご
く
一

部
分
に
す
ぎ
な
い
。『
道
要
』
と
い
う
書
物
の
全
体
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
は
、
依
然
と
し
て
謎
で
あ
る
。
し
か
し
、W

B
32 ‒1 (30 )

の
内
容

を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
道
要
』
と
い
う
道
教
類
書
の
姿
が
、
こ
れ

ま
で
よ
り
は
は
っ
き
り
と
し
て
き
た
と
言
え
よ
う
。

以
上
、W

B
32 ‒1 (30 )

に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
こ
の
写
本
は
、『
無

上
秘
要
』
な
ど
と
は
異
な
る
方
式
で
編
纂
さ
れ
た
類
書
で
あ
り
、
六
朝
隋
唐

時
代
の
道
教
類
書
を
研
究
す
る
上
で
、
貴
重
な
資
料
に
な
り
う
る
。
ま
た
、

こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
文
は
、
ほ
か
に
は
見
ら
れ
な
い
佚
書
・
佚
文
も
含
ま
れ

て
い
る
。
神
田
喜
一
郎
氏
の
言
葉
ど
お
り
、
こ
の
写
本
が
「
殊
に
宝
貴
す
べ

き
」
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

注（
1
） 『
国
立
国
会
図
書
館
漢
籍
目
録
』（
国
立
国
会
図
書
館
図
書
部
編
、
一
九
八
七
年
）
四

八
七
頁
。

（
2
） 

平
成
23
〜
25
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究（
Ｃ
）「
霊
宝
経
を
中
心
と
す
る
敦
煌
道
教

文
献
の
研
究
」（
研
究
代
表
者

神
塚
淑
子
）

（
3
） 

山
田
俊
「〈
学
界
動
向
〉
敦
煌
道
教
文
献
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（『
東
方
宗
教
』
第
一
二

○
号
、
二
○
一
二
年
）
参
照
。

（
4
） 

王
卡
「
敦
煌
本
霊
宝
金
録
斎
儀
校
読
記
」（
台
湾
『
道
教
学
探
索
』
一
九
八
九
年
第

一
一
輯
）。
そ
の
増
刪
修
訂
版
は
、
同
氏
『
道
教
経
史
論
叢 

敦
煌
篇
』（
二
○
○
七

年
、
四
川
出
版
集
団
巴
蜀
書
社
）
所
収
。

（
5
） 

王
卡
『
敦
煌
道
教
文
献
研
究
│
綜
述
・
目
録
・
索
引
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、

二
○
○
四
年
）
一
○
九
頁
。

（
6
） 

現
在
、
こ
の
写
本
は
保
存
状
態
が
あ
ま
り
良
く
な
い
と
の
こ
と
で
、
実
物
を
閲
覧
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
筆
者
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
の
み
閲
覧
し
た
。
な
お
、
本
写

本
の
録
文
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
王
卡
「
敦
煌
本
霊
宝
金
録
斎
儀
校
読
記
」（
注

（
4
）所
掲
）
と
『
中
華
道
蔵
』
第
四
十
三
冊001

号
（
王
卡
点
校
）
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
は
他
の
写
本
（
ペ
リ
オ
二
九
八
九
、
ス
タ
イ
ン
三
七
○
一
）
と
の

校
合
を
行
っ
た
後
の
形
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
日
本
国
会
図
書
館
蔵
本W

B
32 ‒1 (3 )

そ
の
も
の
の
形
を
示
す
た
め
に
、
本
稿
に
お
い
て
も
録
文
を
載
せ
て
お
く
。
各
行
冒

頭
の
数
字
は
、
当
該
写
本
に
お
け
る
行
数
を
表
す
。

（
7
） 「
宣
」
は
「
宴
」
の
字
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。「
敦
煌
本
霊
宝
金
録
斎
儀
校
読
記
」
と

『
中
華
道
蔵
』
は
「
宴
」
の
字
に
読
む
。

（
8
） 

こ
の
箇
所
、
一
字
欠
損
し
て
い
る
。
残
存
す
る
筆
画
か
ら
、「
敦
煌
本
霊
宝
金
録
斎

儀
校
読
記
」
と
『
中
華
道
蔵
』
は
、「
誠
」
字
と
推
測
し
て
い
る
。

（
9
） 「
俙
」
字
を
、「
敦
煌
本
霊
宝
金
録
斎
儀
校
読
記
」
と
『
中
華
道
蔵
』
は
「
稀
」
字
に

読
む
。

（
10
） 

王
卡
「
敦
煌
本
霊
宝
金
録
斎
儀
校
読
記
」、『
道
教
経
史
論
叢 

敦
煌
篇
』
三
四
五
頁
。

（
11
） 

こ
の
こ
と
は
す
で
に
、
大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』（
福
武
書
店
、
一
九
七
八
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年
）
八
二
頁
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
大
淵
氏
は
、
ス
タ
イ
ン
三
○
七
一
と
ペ
リ
オ
二

九
八
九
を
、「
霊
宝
金
録
斎
儀（
擬
）」
の
四
点
の
う
ち
の
二
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

（
12
） 
金
籙
斎
の
「
籙
」
は
、「
録
」
の
字
で
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
資
料

の
原
文
で
「
録
」
の
字
に
作
っ
て
い
る
時
は
「
録
」
の
ま
ま
で
記
載
し
て
い
る
。

（
13
） 

王
卡
「
敦
煌
本
霊
宝
金
録
斎
儀
校
読
記
」、『
道
教
経
史
論
叢 

敦
煌
篇
』
三
六
二
〜

三
六
四
頁
参
照
。

（
14
） Edouard Chavannes “Le Jet des D

ragons ” (M
ém
oires concernant l ’A

sie 
O
rientale III, Paris, 1919 ) p. 7 3,

陳
垣
編
纂
、
陳
智
超
・
曾
慶
瑛
校
補
『
道
家

金
石
略
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
八
三
頁
参
照
。

（
15
） 

こ
の
こ
と
は
、
大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『
洞
玄
霊
宝
長
夜
之
府
九
幽
玉
匱
明
真
科
』
の
全
体
の
紹
介
と
地
獄
か
ら
の
救
済
の

思
想
に
つ
い
て
は
、
小
南
一
郎
「
道
教
信
仰
と
死
者
の
救
済
」（『
東
洋
学
術
研
究
』

第
二
七
巻
別
冊
、
一
九
八
八
年
）
を
参
照
。

（
16
）
大
淵
忍
爾
『
道
教
と
そ
の
経
典
』（
創
文
社
、
一
九
九
七
年
）
第
二
章
参
照
。

（
17
）
王
卡
氏
は
、『
敦
煌
道
教
文
献
研
究
│
綜
述
・
目
録
・
索
引
』
で
は
、W

B
32 ‒1 (3 )

に
つ
い
て
「
撰
人
未
詳
、
唐
代
前
期
頃
の
も
の
」
と
し
て
い
る
が
、「
敦
煌
本
霊
宝

金
録
斎
儀
校
読
記
」
で
は
、
写
本
中
に
「
胡
塵
北
静
」「
蛮
儌
南
清
」「
尉
候
長
消
」

「
干
戈
永
戢
」
等
の
語
句
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
安
史
の
乱
前
後
の
唐
代
中
期
に
作

ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
も
言
っ
て
い
る
（『
道
教
経
史
論
叢 
敦
煌
篇
』
三
六
一

頁
）。

（
18
） 

大
淵
忍
爾
氏
はW

B
32 ‒1 (3 )

の
写
本
は
見
て
お
ら
れ
な
い
が
、
ペ
リ
オ
二
九
八
九

の
写
本
に
つ
い
て
、「
特
に
Ｐ
二
九
八
九
に
は
「
大
唐
」
の
語
が
あ
る
外
、
内
容
的

に
は
十
方
の
无
極
太
上
霊
宝
天
尊
以
下
の
諸
神
に
対
し
て
立
斎
焼
香
燃
燈
し
て
祈
願

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
は
基
本
的
に
明
真
科
に
依
る
金
籙
斎
品
の
線
に
沿
う

も
の
で
あ
る
が
、
无
上
秘
要
に
引
用
さ
れ
な
か
っ
た
上
元
金
録
簡
文
を
表
面
に
出
し

て
い
る
点
が
異
る
」（
大
淵
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』
八
三
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
指
摘
はW

B
32 ‒1 (3 )

の
写
本
に
つ
い
て
も
そ
の
ま
ま
通
用
す
る
。

（
19
） 

王
卡
「
敦
煌
本
霊
宝
金
録
斎
儀
校
読
記
」、『
道
教
経
史
論
叢 

敦
煌
篇
』
三
六
一
頁
。

（
20
） 

国
家
図
書
館
特
蔵
組
編
『
台
湾
歴
史
人
物
小
伝
│
明
清
曁
日
拠
時
期
│
』
修
訂
一
版

（
台
北
、
国
家
図
書
館
出
版
、
二
○
○
六
年
）
二
七
四
頁
参
照
。

（
21
） 

大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』
三
四
四
〜
三
四
八
頁
、
同
『
敦
煌
道
経 

図
録

編
』（
福
武
書
店
、
一
九
七
九
年
）
七
七
五
〜
七
九
七
頁
、
向
群
「
敦
煌
本
《
大
道

通
玄
要
》
研
究
」（『
道
家
文
化
研
究
』
第
十
三
輯
、
一
九
九
八
年
）、
王
卡
『
敦
煌

道
教
文
献
研
究
│
綜
述
・
目
録
・
索
引
』
二
二
七
〜
二
二
九
頁
参
照
。

（
22
） 

麥
谷
邦
夫
「
道
教
類
書
と
教
理
体
系
」（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
中
国
宗

教
文
献
研
究
』、
臨
川
書
店
、
二
○
○
七
年
）
参
照
。

（
23
） 

大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』
六
九
〜
七
七
頁
、
同
『
敦
煌
道
経 

図
録
編
』
九

三
〜
一
○
四
頁
、
王
卡
『
敦
煌
道
教
文
献
研
究
│
綜
述
・
目
録
・
索
引
』
一
○
六
〜

一
○
七
頁
参
照
。

（
24
） 

大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

図
録
編
』
一
○
二
頁
参
照
。

（
25
） 

大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』
三
五
一
頁
、
同
『
敦
煌
道
経 

図
録
編
』
八
一
一

頁
。

（
26
） 「
因
」
の
字
、『
中
華
道
蔵
』
は
「
同
」
字
に
読
む
。

（
27
） 「
成
」
の
字
、『
中
華
道
蔵
』
は
「
威
」
字
に
読
む
。

（
28
） 

大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』
七
頁
。

（
29
） “C

atalogue des m
anuscrits chinois de T

ouen-houang ” I (Paris, 
Bibliothèque nationale, 1970 ) p. 276, 

黄
征
・
呉
偉
『
敦
煌
願
文
集
』（
岳
麓
書

社
、
一
九
九
五
年
）
五
三
九
頁
に
「
印
沙
仏
文
」
と
し
て
、
ペ
リ
オ
二
四
四
三
の
紙

背
の
録
文
（
た
だ
し
一
部
分
）
が
載
っ
て
い
る
。

（
30
） 

王
卡
『
敦
煌
道
教
文
献
研
究
│
綜
述
・
目
録
・
索
引
』
二
二
七
頁
。

（
31
） 

王
卡
『
敦
煌
道
教
文
献
研
究
│
綜
述
・
目
録
・
索
引
』
二
二
五
頁
。

（
32
） 『
道
要
霊
祇
神
鬼
品
経
』
に
お
け
る
『
女
青
鬼
律
』
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
菊

地
章
太
『
神
呪
経
研
究
│
六
朝
道
教
に
お
け
る
救
済
思
想
の
形
成
│
』（
研
文
出

版
、
二
○
○
九
年
）
一
五
一
〜
一
五
三
頁
参
照
。

（
33
） 
大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』
三
五
一
〜
三
五
七
頁
、
同
『
敦
煌
道
経 

図
録

編
』
八
一
二
〜
八
二
三
頁
、
王
卡
『
敦
煌
道
教
文
献
研
究
│
綜
述
・
目
録
・
索
引
』

二
二
五
〜
二
二
六
頁
参
照
。

（
34
） 

大
淵
忍
爾
『
敦
煌
道
経 

目
録
編
』
三
四
五
頁
、
尾
崎
正
治
「
道
教
の
類
書
」（
講
座
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の
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煌
道
教
写
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神
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）

敦
煌
４
『
敦
煌
と
中
国
道
教
』、
大
東
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
一
九
三
頁
。

（
35
） 
向
群
「
敦
煌
本
《
大
道
通
玄
要
》
研
究
」（
注（
21
）所
掲
）
三
四
六
頁
、
王
卡
『
敦

煌
道
教
文
献
研
究
│
綜
述
・
目
録
・
索
引
』
二
二
八
頁
。
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三
十

Abstract

Dunhuang Daoist Manuscripts in the Japanese National Diet Library

KAMITSUKA Yoshiko

 There are two Daoist Dunhuang manuscripts in the Japanese National Diet Library, “Jinlu chenye 
shifangchan canjuan” [金録晨夜十方懺残巻 (WB32‒1(3))] and “Daojiao congshu canjuan” [道教叢書残巻 
(WB32‒1(30))].
 The first manuscript has already been identified by Prof. Ka Wang (王卡) as originally being part of 
a single manuscript with the Stein #3071, which was then separated into two parts. This manuscript 
contains writings about the Daoist Shifangchan (十方懺) in the Golden Register Fete (金録斎), and is 
an important text in understanding the actual Golden Register Fete as it was performed in the Tang 
Dynasty.
 On the other hand, the second manuscript was not introduced publically until May, 2012, when it 
went on display on the library web site. The contents of this manuscript are compendiums that are 
not recorded in the “Zhengtongdaozang” (正統道蔵) and contain many excerpts from Shangqing and 
Lingbao scriptures that were written in the Six Dynasties period. In this research I have added a 
detailed investigation concerning these excerpts. The manuscript is very similar to Pelliot #2443, one 
of the untitled daoist compendiums and considered to be written from the same text. Also, looking at 
its construction as compendium, it is similar to the “Daoyao lingqi shenguipinjing” (道要霊祇神鬼品経) 
and from this it is possible that it is part of “Daoyao” (道要). With this in mind, this manuscript is 
extremely important for the further research of Daoist compendiums of the Six Dynasties, Sui and 
Tang Dynasties.




